


（用途地域　　　　　防火地域　　　　）１．工事場所

特記仕様書

Ⅰ．工　事　概　要

共

通

事

項

工事名

２．敷地面積

１

(1.1.4)・適用する

引渡しを要するもの

※ なし

※ なし

特別管理産業廃棄物

）

）

）

※ 上記以外の発生材は、可能な限り中間処理施設等において再利用・減量化を図るもの

現場において再利用を図るもの：

とし、処理方法等は監督員と協議する。

※ なし

む）に搬入される産業廃棄物については、岩手県産業廃棄物税が課税されるので適正

に処理すること。

・あり（

・あり（

・あり（

・ 本工事で発生する建設廃棄物のうち、岩手県内の最終処分場（中間処理施設経由を含

章 項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

１

通

事

項

※ 現場における分別： 保存材は、分別する。
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１．適用基準

２．工事実績情報

の 登 録

(工事カルテ)

３．発生材の処理等
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 構
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 系
 

３．工事規模

４．工事範囲

Ⅱ．建 築 工 事 仕 様

１．共 通 仕 様

２．特 記 仕 様

・印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

・印と※印の付いた場合は、共に適用する。

(1) 項目は、番号に　印のついたものを適用する

(2) 特記事項は、　印の付いたものを適用する。

図面、本特記仕様書及び木造標準仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定

(3) 特記仕様書に記載の（　）内表示番号は、木造標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

（4）Ｇ 印は、 「国等による環境物品等の調達の推進に関する法律」に基づく「環境物品等の調達の推進に

[　]内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「公共建築木造

図面及び本特記仕様書、木造標準仕様書及び標準仕様書に記載ない事項は次の基準による

国土交通省大臣官房官庁営繕部

国土交通省大臣官房官庁営繕部

本設計図書における「標準詳細図」とは、次の基準を示す。

国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課

(1.3.11)

（1.7.1～3）

５

組

法

軸

構

 壁
 構
 造
 系
 

工

事

１．適用範囲

表1に掲げる軸組(壁、筋かいなど、一般に「耐力壁」と総称されるもの）を用いて、同

4項の壁量を満たす建築物に適用する。 (5.1.1)

（5.2.2）２．木　材

構造耐力上主要な部分（基礎及び基礎杭を除く。）に、建築基準法施行令第46条第4項

共

各

章

各

章

・無等級材 Ｇ (5.2.2（1))

施工箇所
の適用

樹種 強度試験

・ 製材のJAS規格

材面の品質 保存処理含水率(%)

第6条

・ 昭和42年農林省告示

第1842号ひき角類1等

寸法（mm)
間伐材等

寸法（mm)樹　種

・１級　　・２級

含水率(%)

・下地用製材 Ｇ

施工箇所

(5.2.2（1))

の適用

間伐材等
保存処理等　級

・SD20

・SD15

・広葉樹製材

・目視等級区分構造用製材

・機械等級区分構造用製材

Ｇ

樹　種 寸法（mm)施工箇所

樹　種 寸法（mm)施工箇所

Ｇ

Ｇ

等　級 間伐材等

の適用
構造材の種類 保存処理含水率(%)

・1級 ・2級

・3級

・SD15

・SD20

間伐材等

の適用
曲げ性能(等級) 含水率(%) 保存処理

・SD20

樹　種 寸法（mm)施工箇所
間伐材等含水率(%)等　級

・特等 ・1等 ・2等

(5.2.2（1))

(5.2.2（1))

(5.2.2（1))

の適用
保存処理

・SD15

Ｇ

Ｇ   (5.2.2(5))

品名 樹種 寸法（mm)
間伐材等

の適用（使用環境）

曲げ性能

（曲げヤング係数区分）
水平せん断区分

・ A ・ B

・ C

・ A種 ・ B種 ・ Ｋ3

施工箇所 保存処理

  (5.2.2(6))

・構造用単板積層材

・構造用集成材 Ｇ

保存処理接着性能（使用環境）施工箇所 品名 樹種 寸法（mm) 強度等級 材面の品質

・丸太材

の適用

間伐材等

・化粧ばり構造用集成柱 Ｇ

の適用

間伐材等

(5.2.2（2))

接着性能

厚さ（ｍｍ）

見付け材面

(面数）

見付け材面

の品質施工箇所 品名
化粧薄板の

芯材：

樹種 寸法（mm)

・1等　・2等

（参考）製材の日本農林規格第6条に定める等級の区分

等級 E50 E90E70 E110 E130 E150

曲げヤング率 5.9以上

7.8未満

7.8以上

9.8未満

9.8以上

11.8未満

11.8以上

13.7未満
13.7以上

3.9以上

5.9未満（\U+00D710N/mm）

（注）無等級材のうち次の樹種については、製材の日本農林規格第6条に定める品質曲げ性能における等級の区分に準拠する。

あかまつ、べいまつ、からまつ、ひば、ひのき、べいつが、えぞまつ、とどまつ、すぎ

・ 縦振動ヤング係数測定

・ 製材のJAS規格第6条

・加工前に縦振動ヤング係数を測定する部材（・図示による　・　　　　　）

・強度試験の対象部材（・図示による　・　　　　　）

鉄筋工事

仮設工事

コンクリート工事

適用工事種別 職　種 技能検定の作業の種別

・とび作業と　び

型枠施工

鉄筋施工

コンクリート圧送施工

・ 鉄筋組立て作業

・型枠工事作業

・コンクリート圧送工事作業

鉄　工 ・構造物鉄工作業

ブロック建築 ・コンクリートブロック工事作業コンクリートブロック

鉄骨工事

ント板工事

ALCパネル、押出成形セメ
エーエルシーパネル

施工
・エーエルシーパネル工事作業

左官工事

金属工事

・アスファルト防水工事作業

・ウレタンゴム系塗膜防水工事作業

・アクリルゴム系塗膜防水工事作業

・合成ゴム系シート防水工事作業

・塩化ビニル系シート防水工事作業

・セメント系防水工事作業

・シーリング防水工事作業

・改質アスファルトシートトーチ工法防水工事作業

・ＦＲＰ防水工事作業

防水工事 防水施工

石　工　事 石材施工 ・石張り作業

タイル工事 タイル張り ・タイル張り作業

木　工　事 ・大工工事作業

屋根・とい工事
建築板金

 建築大工

スレート施工

・内外装板金作業

・スレート工事作業

左　官

内装仕上げ施工 ・鋼製下地工事作業

・左官作業

塗装工事

建具工事

サッシ施工

ガラス施工

自動ドア施工

・ビル用サッシ施工作業

・ガラス工事作業

・自動ドア施工作業

カーテンウォール施工カーテンウォール工事 ・金属製カーテンウォール工事作業

塗　装 ・建築塗装作業

排水工事

内装工事
内装仕上げ施工

表　装

・プラスチック系床仕上げ工事作業

・カーペット系床仕上げ工事作業

・ボード仕上げ工事作業

・壁装作業

配　管 ・建築配管作業

舗装工事

植栽工事

路面標示施工
・溶融ペイントハンドマーカー工事作業

・溶融ペイントマシンマーカー工事作業

造　園 ・造園工事作業

適用する技能士の職種とその作業の種別は、次による。 (1.5.2)

工事標準仕様書（令和４年版）」（以下「木造標準仕様書」という。）による。

の「公共建築工事標準仕様書（建築工事編)（令和４年版）」（以下「標準仕様書」という。）による。

関する基本方針（令和４年2月8日変更閣議決定）」に定める判断の基準を満たす物品を示す。

・公共建築改修工事標準仕様書（令和４年版）

・建築物解体工事共通仕様書（令和４年版）

・建築工事標準詳細図（令和４年版）

７．技能士

(1.3.5)６．施工条件

４．工事関係図書 既成工期の指定

・行う　　・行わない

報告書の書式等

※ 監督職員の指示による

（1.2.1）

（1.2.4）

※ 施工管理技術者は、工事に相応した能力を有するものとし、資格等の能力を証明する

（1.3.2）施工管理技術者５．施工管理技術者等

・木造標準仕様書1.3.5（1）以外の施工条件（　　　　　　　　　　　）

資料を提出する。

・適用する

電気保安技術者 (1.3.3)

工事完成時の提出図書

提出仕様（・紙ベース　・電子データ　・　　　）

保全に関する資料の提出（　　）部

提出仕様（・紙ベース　・電子データ　・　　　）

完成図の提出（　　）部

※木造標準仕様書1.7.2及び1.7.3による　・　　

工事完成写真の撮影箇所及び提出サイズ、仕様

※監督員の指示による　・　　　

８．完成図等

工

事

(1.5.9)

施工範囲

施工図

測定化学物質

設備機器の位置、取合い等が検討できる施工図を提出して、監督員の承諾を受

ける。

・図示した貫通孔、開口部の型枠及びそれらの補強

・図示した壁、天井の仕上材、下地材の切り込み及び下地材の補強

・駆動装置が電動による建具類の２次配線及び操作スイッチ

・自動閉鎖装置取付け箇所の切り込み及び補強

・他指示するところ

取合い

濃 度 測 定

９．設備工事との

1０．化学物質の

・ ホルムアルデヒド　　・ トルエン　　・ キシレン

測定は「室内空気中化学物質の濃度測定マニュアル」（平成１５年４月１日付国

営建第１号・国営設第１号、令和元年５月改訂）により行い、厚生労働省の指針

値以下であることを確認し、報告すること。

・ エチルベンゼン　　・ スチレン　　・ 

測定箇所

※ 監督員の指示による　　　・ 図示

・図示による

本工事完成 年後の経年検査： ・なし ・あり

11.間伐材等の適用

12．経年検査

２

仮

設

工

事

(2.3.1)１．監督員事務所

・ 設けない

※ 設ける

（規模、仕上げの程度、設備、並びに備品等の種類・数量等は現場説明書による）

２．工事用水 構内既存の施設

※ 利用できない

・ 利用できる（ ※ 有償　・ 無償）

構内既存の施設

※ 利用できない

・ 利用できる（ ※ 有償　・ 無償）

３．工事用電力

５．足場等 (2.2.4)

使用させる。

※定置する足場及び作業構台は、関連工事等の関係請負者に無償で

※足場を設ける場合は、「手すり先行工法に関するガイドライン」について」

(厚生労働省　平成21年4月24日)の「（別紙）手すり先行工法等に関する

ガイドライン」に基づき、足場の組立、解体、変更の作業時及び使用時には

常時、すべての作業床について手すり、中桟及び幅木の機能を有するものを

設置しなければならない。

種別  ・ Ａ種　・ Ｂ種　・ Ｃ種　・ Ｄ種

3

１．埋戻し及び盛土

(２節 土工事)

(3.2.1)

Ｃ種の場合（建設発生土の受入量：　　　ｍ 、発生場所：　　　　　　　）

Ｄ種の場合　品質：細粒分（74\U+03BCm以下）の含有率（重量百分率）の上限を50％未満とする

受入施設名：

受入場所　：

仮置場所　：

・構内指定場所に堆積

・構外指定場所に処分（搬出調書等を提出する。）

２．建設発生土の処理

・構内指定場所に敷均し

※構外搬出適切処理 (3.2.1)

3.山留め （3.2.1）鋼や板等の撤去後の処理 ※直ちに砂等で充填する

山留の存置 ・行う（存置範囲等　※図示）

・行わない

低騒音型、低振動型建設機械指定要項に基づき指定された建設機械を使用する。

防　止

4．騒音振動の

(３節 地業工事) 下記以外は構造関係特記仕様書による。

床下防湿層

※ 適用する

（・ポリエチレンフィルム厚さ0.15ｍｍ以上　　・　　　　　　　　　　　　　）

・ 適用しない

施工範囲

・ 図示

３

土

・

地

業

・

基

礎

工

事

(4節　基礎工事） 下記以外は構造関係特記仕様書による。

・先組工法等で同一箇所に設ける場合：

位置

・塩害を受ける恐れある等の箇所のかぶり厚

・機械式継手及び溶接継手のあき寸法

・機械式継手の鉄筋間隔：

・溶接継手の鉄筋間隔

2.隣合う継手の

3.鉄筋の定着 ※標準仕様書表5.3.4を適用する

4.鉄筋のかぶり厚

・

形　式 断面寸法、深さ等

・布基礎

・べた基礎

・杭基礎

基礎の構造

※図示による。

※図示による。

※図示による。

備　　考

・断熱材の種類及び厚さ

土間コンクリート床

※図示

1．基礎工事

の仕上り

・Ｂ種

・Ａ種

・Ｃ種

 種　　別^M^J 適　用　箇　所

 種　　別^M^J 適　用　箇　所

コンクリートの仕上りの平たんさ

合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上

・a 種

・b 種

・c 種

標準仕様書（6.2.5）5．コンクリート

6. 型枠

・合板（ ・　　　　　※12mm　）

せき板の材料及び厚さ 標準仕様書（6.2.5）

・

スリーブの材種・規格等 　　　・図示による

Ｇ

・Ⅱ類（JIS A 5308に適合したコンクリート）

※Ⅰ類（JIS A 5308への適合を認証されたコンクリート）

コンクリートの種別７．コンクリート

設計基準強度 気乾単位

Fc (N/m㎡ ) 容積質量(t/m3 )

・ 普通コンクリート

・ 24 ※ 2.3 程度

※ 2.3 程度

適用箇所スランプ (cm)

・18・15

・

基礎、基礎梁、土間スラブ

・ ・

標準仕様書（6.2.1）（表6.2.1）

標準仕様書(6.2.1～6.2.4)（表6.2.2）

コンクリート

８．寒　中 適用期間　　・図示による　　・　　

構造体強度補正値（Ｓ） ・標準仕様書6.11.2(3)(ア)による

・積算温度を基に定める（　　　　）

コンクリート

９．無　筋

・標準仕様書表6.2.1以外のコンクリートを用いる場合 （　　　　　　　　　　　　　）

適用箇所    ※ 標準仕様書6.14.1(4)による ・図示による

スランプ ※15㎝又は18㎝　　・　

設計基準強度 Fc （N/mm2 ） ※ 18　　・　　

※普通コンクリート　　・　　

コンクリートの種類

2.防腐・防蟻処理

換気孔の大きさ　　※図示 ・

・（a）　・（b)　・（c）　・（d）　・（e）

・小屋裏換気孔の適用（木造標準仕様書4.2.4(3)

・基礎外周部の換気口

・ねこ土台　材質等 （※防鼠スクリーン又は防虫網）

・換気孔　　材質等（※防鼠スクリーン又は防虫網）

・地盤の土壌の防蟻処理

使用する薬剤 有効成分の系統（　　　　　　　　　　　　　）

剤形の種類 ・液剤　　・粒剤

使用量

粒剤：（　　　　　　　　　）

・帯状散布（帯状の幅：約20cm）

液剤:処理長さ 1L/m

・面状散布　　液剤： 3L/㎡ 粒剤：（　　　　　　）

適用は木造標準仕様書4.2.2 ・（ア）による　　・（イ）による

適用部位
処理の種類及び方法

防腐・防蟻処理が不要な樹種 薬剤の加圧注入 薬剤の塗布等

・ ・ ・行う・ K2 ・ K3 ・ K4

インサイジング　・適用する　　・適用しない

・薬剤の塗布等による処理 薬剤の種類 ・ 適用部材　・図示 ・

処理の方法 ※木造標準仕様書4.2.1(ウ)(ｂ）①～⑤による ・図示

適用部位 処理の方法

・薬剤の接着剤への混入による防腐・防蟻処理

適用部位　・図示・合板、集成材、単板積層材の薬剤の加圧注入（K3）による防腐・防蟻処理

・地盤に接する鉄筋コンクリートによる床下の防蟻処理

１．共通事項

ホルムアルデヒド放散量 ※ 木造標準仕様書4.14による
（4.1.4）

複数の構・工法の適用 (4.1.1(3)）・ 適用する(図示） ・ 適用しない

木材の断面寸法の表示 ひき立て寸法は、引出線で部材寸歩を示す

仕上り寸法は、寸法線・寸法補助線により表示する

（4.1.3）

（4.2.1～4）

3-2

土

・

地

業

・

基

工

礎

事

４

工

造

木

・使用する

事

3.防耐火処理等 ・国土交通大臣認定材料の使用

材料 ・

厚さ（㎜） ・

留付け材の種類、留付け詳細、接着剤等

目地等の処理

・図示

・図示

・接合金物等の防火被覆処理

・防火被覆処理部への二次部材等の取付け部の処理

・図示による　・　

・図示による　・　

・防火被覆材

（4.3.1）

（4.3.2）

・燃えしろ層の工法

・燃えしろ層の厚さ（　　　）㎜

・接合金物・接合具等の防火被覆処理 ・図示による　・　

（4.3.3）

・燃えしろ層への二次部材等の取付け部の処理 ・図示による　・　

（4.3.4）不燃処理木材等の使用

・使用する（・不燃材料　・準不燃材料　・難燃材料　）

(5.2.2（2))

（5.2.2.(3)(4))

・施工箇所、樹種、寸法、含水率、末口径等（・図示による　・　　　　　　）

・加工前に縦振動ヤング係数を測定する部材（・図示による　・　　　　　）

　(5.2.2(7))

施工箇所
間伐材等

の適用
寸法（mm)形　状

Ｇ

含水率 (%)

・木質接着成形軸材料、木質複合軸材料、木質断熱複合パネル、木質接着複合ﾊﾟﾈﾙ、

・CLT（直交集成材） Ｇ (5.2.2（8))

施工箇所 品名 樹種 の適用

間伐材等接着性能

（使用環境）
種別

曲げ性能

（強度等級）
寸法（mm)

　　(5.2.3)Ｇ

間伐材等

の適用
厚さ(mm) 接着の程度等級

・2級 ・1類

・特類・1級

単板の樹種名
曲げ性能

（強度等級）
板面の品質

間伐材等

の適用

・合板の日本農林規格による構造用合板

・合板の日本農林規格による化粧ばり構造用合板 Ｇ

厚さ(mm) 単板の樹種名 接着の程度

・1類 ・特類

施工箇所

間伐材等

の適用
厚さ(mm)

表裏面の状態

による区分

曲げ強さ

による区分 による区分

耐水性

施工箇所

・構造用パネルの日本農林規格による構造用パネル

間伐材等

の適用
厚さ（mm)

Ｇ

3.構造用面材

・構造用パーティクルボード Ｇ

　　(5.2.3)

　　(5.2.3)

　　(5.2.3)

その他構造用面材（構造用MDF、ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ、ﾊｰﾄﾞﾌｧｲﾊﾞｰﾎﾞｰﾄﾞ、硬質木片ｾﾒﾝﾄ板、ﾊﾟﾙﾌﾟｾﾒﾝﾄ板その他木造標準仕様書5.2.3（コ）～（ツ））の

品名、厚さ、種類、各種性能、間伐材の適用等は図示による。

防虫処理品名

（※施工箇所は図示）

（※施工箇所は図示）

品名

品　　名 寸法

・特殊な釘､木ねじの材質、寸法、形状等

・接合金物4.接合金物等

・製作接合金物 材質・形状寸法

表面処理

※図示

※図示

・

・

※図示 ・

・接着剤 床鳴り防止用接着剤 ※図示・適用する（種類：　　　　　　　　　　　　　　）

・ボルト、アンカーボルト、ナット及び座金

・

・木栓・木だぼの樹種・形状・長さ等

・ラグスクリューの形状､寸法等

・　C、Z、D、Sマーク規格品 (種類、規格等は図示による）

・　C、Z、D、Sマーク規格品

※図示 ・

※図示 ・

・ 表5.2.2～4によリ寸法等は図示による。

・　表5.2.2により寸法等は図示による

7.接合金物の工法 ※図示 ・

熱橋を形成する位置の接合金物の結露防止

構造材を接合する釘及び木ねじの種類、本数、間隔

（5.5.8）

（5.5.7）

・埋め木

(5.5.11)

(5.5.12)

(5.5.13)

・ラグスクリュー

・木だぼ

・ドリフトピンの材質、形状､寸法等

・簡易発泡硬質ウレタンフォーム断熱材　

・

各接合金物の工法

種類・間隔等　　　　※図示・釘及び木ねじ

構造材を仕上材として用いる場合の釘打ち

・隠し釘打ち　　　　　・釘頭埋め木

・つぶし頭釘打ち ・釘頭現し

（5.5.9）

・ドリフトピン

・木材保護塗料塗りの種別

施工箇所　　※図示

・A種　　・B種

5.木材の加工

・B種　　・A種

6.搬入及び建方

・A種　　・B種

・
（5.5.4）

（5.5.3）

無収縮モルタルの適用 ・有り　　・無し

基礎天端、柱底均しモルタル

・アンカーボルトの保持・埋込み工法

・アンカーボルトの埋込み深さ　　・　　ｍｍ　・図示

厚さ　　・図示　

接着剤を併用した接合 ・適用する（種類：※図示　・　　　　　　　　　）

・見え掛り面の表面仕上げ

機械加工 手加工(製材）

（構造用集成材）

（丸太材）

・A種　　・B種　　・C種 (製材）

（5.4.4）

(丸太材）・A種　　※B種

・仕口及び継手の工法 (5.4.2)
※図示 ・

・H-A種　・H-B種　・H-C種

・H-A種　・H-B種

接着剤の種類（　　　　　　　）

（種類、規格、使用箇所等は図示による）

※Ｚ・Ｃ・\U+03C7・Ｄ・Ｓマーク表示金物とし、種別、規格、使用箇所等は図示による。

（(5.2.4)(2)(イ)③の場合）
(5.2.4(2)(イ)③

　　(5.2.4(2)) 表5.2.2～4

（5.2.4(2))

（5.2.4(2))

(5.2.4(2))

(5.2.4(2))

(5.5.10)・各種ボルト

径　　　※図示

仕上用構造材の見え掛りのボルトの取付け ※埋木　・　

種類・径・本数等及び見え掛り部取付方法　※図示

径、見え掛り部取付方法　　※図示

形状・寸法及び見え掛り部取付方法　　　　※図示

（5.2.4(1)）

（5.6.1～5.6.11）8.軸　組

窓台、筋違、貫、木ずり）の樹種、材質、断面寸法、仕口形状、接合金物等

※図示による

樹種、材質、断面寸法、仕口形状、接合金物等

※図示による

（5.7.9）

軸組（土台、火打土台、柱、間柱、胴差、軒桁、間仕切桁、まぐさ、

屋根野地板

9.小屋組

（5.7.1～5.7.9）

小屋組（小屋梁、小屋束、合掌、トラス材、棟木、母屋、垂木、火打梁等）の

材料、厚さ、工法等 ※図示による

10.床　組

断面寸法、仕口形状、接合金物等

（5.8.1～5.8.7）

※図示による

床組（大引、床束、根太、床梁、火打梁、構造用面材等）の樹種、材質、

(1)製材

(2)集成材

(3)枠組壁工法構造用製材・（4）枠組壁工法構造用たて継ぎ材は「7.枠組壁工法工事」

による。

ＹＡＨＡＴＡ  　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ 　 ＳＴＵＤＩＯ

会社

株式

TEL0193-23-6438  

第199484号

一級建築士登録

一級建築士事務所

八幡康正

承 認 製 図検 図審 査 工事名称

図面内容 建築意匠
縮尺 図面

図面

特　　記 改訂月日改訂番号 改訂内容 業務番号

区分

番号

八幡建設建築設計事務所
岩手県釜石市両石町第４地割２６番地１２

FAX0193-23-6712  

岩手県

第お（2711）1270号

A-02
A3 1:100

A1 1:50

木造新築工事特記仕様書　ＮＯ１

使用する木材は、原則として岩手県産材とし、竣工時に県産材認証管理表の写しを提出

するものとする。

木造　平屋建て

床面積　　　　㎡ 建築面積　　  　㎡

建築工事　1.建設工事　　　　　　一式 電気設備工事　　機械設備工事

無し 無し

・ 2ヶ所

軸組 松・杉 図示

軸組 松・杉 図示

屋根外壁廻り

構造用合板 12.0 針葉樹 有り

C-D9.0

B-C

2023-10

橋野地区消防屯所建設(建築主体）工事

橋野地区消防屯所建設(建築主体）工事

912.01ｍ2　（275.88坪）

・建築業完全週休2日制度

293.16288.17

・

釜石市橋野町第38地割34番1



８

丸

組

構

法

工

事

太

・

６

・

・

・

・

・

・

・

７

枠

組

壁

工

法

工

事

・ＭＳＲ枠組材

・ＭＳＲたて継ぎ材

・下地用製材（筋かいに適用）

（ウ）下地用製材

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・ 性能区分、耐水性、厚さ、釘種類、間隔

床組（大引、床束、根太、根太掛、床梁、火打梁、構造用面材等）の樹種、材質、

断面寸法、仕口形状、接合金物等は図示による。

・

・

・

・

・

・

・

・

・

軸

組

構

法

工

事



工

事

木
・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・

・ ・

・ ・

・ ・

・

・ ・

・ ・

・ ・

・

・ ・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

工

事

木

事

木

・

・

・

・

・

・

芯材：
化粧薄板：

・

芯材：
化粧薄板：

・

・

・

・

化粧薄板：

芯材：

・

化粧薄板：

芯材：

表面の化粧加工

表面の化粧加工

工

9

・

・

・

・

・

・

10-2
10-3

施工箇所

・

水

工

事

防

・

・

・

・

・

・ ・

・・

・

・

・

・ ・

・

・

・

・

・

・平もの

・役もの

形状 仕上面

備　考施工箇所 厚さ(mm)

施工箇所 種石の大きさ（mm）種石の種類

※大理石

・花こう岩

※1.5～12.0

・

・一等品　※2等品

石材の種類 品　　質 形状・寸法(mm)

・

※正方形に近い
矩形（1枚の面積
が0.8㎡以下）

・床石

寸法

・片面

・

・

・

表面仕上げ

表面仕上げ

・

・ ・ ・

・両面

施工箇所 種石の大きさ（mm）種石の種類

※大理石

・花こう岩

※1.5～12.0

・

寸法による区分 表面仕上げ 備考

・300×300

・400×400

9



左

工

事

左

官

工

事

官

・

・

位置　※床面積30㎡程度ごと、細長い通路の場合6ｍごと、他の部材と取合う箇所

・図示

・

・

床

床

床

・

・

・

・

・

・

・

耐凍害性

無

・

・

・

・

・

・

・

・

有

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

無

役　物

・

・

・

・

有

・

・

・

・

うわぐすり

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

吸水率による区分

・

・

・

・

Ｇ

再生材

の適用

色

・

・

・

・

耐凍害性

無

・

・

・

・

有

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

無

役　物

・

・

・

・

有

・

・

・

・

うわぐすり

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

吸水率による区分

・

・

・

・

Ｇ

再生材

の適用

色

・

・

・

・

施工箇所 種類

施工箇所 種類

・

・

・

・

(㎜)

厚さ

・

・

・

・

形式施工箇所

山高、山ピッチ

による区分

山高 山ピッチ

厚さ

(mm)

軒先

面戸板
耐火性能

 ・ 重ね形

 ・ はぜ締め形

 ・ 有り

 ・ 無し

 ・ 30分

 ・ 無し

種類 役物

・Ｊ形瓦

・Ｓ形瓦

・Ｆ形瓦

形状による区分 製法による区分 寸法による区分

（　　）種
・　

※鋼板製

（全長さ×全幅）

寸法(mm)

棟
着色(色調） 備考

・無 ・有（　　　　 ）

・無 ・有（　　　　 ）

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

16-2

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・ ・

Ｇ

17

0.4



16-2 16-3

・

・

Ｇ

※標準仕様書表

16.9.1による

性能値

（16.9.2）（16.9.3）

・・　

引戸の定規縁　　・召し合せかまちをいんろう付きとする

（16.7.3）

（16.7.4）

表面材のホルムアルデヒド放散量　※標準仕様書16.7.2(イ)(a)による ・

正面板の厚さ　　※標準仕様書 表16.7.6による ・

Ｇ

Ｇ

Ｇ・天然木化粧合板

・特殊加工化粧合板

Ｇ

・

・

・

Ｇ

Ｇ

・

Ｇ

破片の種類、ｼｮｯﾄﾊﾞｯｸ衝撃特性

セクション材料による区分 収納形式による区分開閉方式による区分耐風圧(Pa)

・

安全装置（急降下制御装置又は急降下停止装置）の設置個所

・

・

・

・

・

・125

・100

・75

・50

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・ ・

・Ｇ

Ｓ

・

・

・

・

・

・

・

・ ・

・Ｇ

Ｓ

・

・

・

・

・ブルー　

・グレー

・ブロンズ　

・シルバー

・シーリング材

・シーリング材

・

・建築用ガスケット

・

・

・

・

・

・ ・

・グレイジングビード

・建築用ガスケット

・シーリング材

・

17

Ｇ

・・

・

・

・

・

・ ・

Ｇ

Ｇ

・・

・

パイル長さ(㎜)

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

･

･

･

・

・

ＧＧ

・

・

・

・

・

・

・

・

・

ＧＧ

・

・

・

・

ＧＧ

・

・

・

ＧＧ

ＧＧ

ＧＧ

ＧＧ

ＧＧ

・

・

ＧＧ

ＧＧ

ＧＧ

ＧＧ

・

2地域



18-3

19-1

ＧＧ

ＧＧ

・

・

・

・

・ ・ ・ ・

紙 ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ その他

・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・

ＧＧ

・・

・

・ ビーズ法ポリスチレンフォーム断熱材

・ 押出法ポリスチレンフォーム断熱材

・ 硬質ウレタンフォーム断熱材

・フェノールフォーム断熱材

(スキン層なし）

・

・

・

・

・

・

・

・

・帯電防止床タイル

・

・タイルカーペット

帯電防止性能　・Ｕ値（クラス1）　・Ｕ値（クラス2）

漏えい抵抗 ・Ｒ≧1×10Ω6　　・　　　　

耐荷重性能、耐衝撃性能、ローリングロード性能、耐燃焼性能の試験方法

※標準仕様書20.2.2（２）（イ）による　　・　　　

寸法精度

※標準仕様書20.2.2（２）（オ）による　　・　　　

構成基材の種類

スタッド (db/500Hz)パネル表面仕上げ

・

(内臓）

(露出）

・スタッド パネル式

・パネル式

材料等

・

(db/500Hz)

・鋼板

・

・36未満

・36以上

操作方法による種類 圧接装置の 操作方法

・部分電動式

・プッシュ式

・ハンドル式

・

材質 仕上げ

・

19-2

・ステンレスパイプ

・クリアラッカー

直径(mm）

・集成材

・鋼製パイプ

・

・ＨＬ

・

・ＥＰ－Ｇ

・ＳОＰ

・

・35

・45

・

・ビニル製ハンドレール

・黄銅製押出型材

・アルミニウム製押出型材

・ステンレス製(SUS304)

形　状

・ひも形

・タイヤ型

寸法（㎜）

※接着構法

・埋込工法

・

・

ＧＧ

・

・

・

・・

・

・

・

・

・

・

・

・

・・ ・

・両面 ・片面

・

・

・

スラット

幅(mm)

・

ＧＧ

アルミスラット：焼付塗装仕上　　クロススラット：消防法による防炎性能の表示がある特殊樹脂加工

ＧＧ

・ ・・

・

・

山ひだ、二つ山ひだ)

・箱ひだ、片ひだ

取付

箇所

・

暗幕

・

・

・

ひだの種類

・

・ブレーンひだ

・ ・

及びカーテンボックス

16.ブラインドボックス

―

― ―

・

・

・

・アルミニウム製

・
・ ・屋内用

・屋内外用

・

・一般型

・

・密閉形

備考

・一般型 ・ 屋内外用・ アルミニウム製

・ ステンレス鋼製

・ 鋼製
・

・

・

・ ・

・

・

・

23.くつふきマット

・

高さ (ｍ) 固定方法

・埋込式

・ベース式

・バンド式

備考

・

Ｗ Ｄ Ｈ

― ―

・

・

柱径、肉厚(㎜)

・・ ステンレス製

・

・

19-3

幅（mm）

以下公共建築工事標準仕様書（建築工事）２０章「ユニット及びその他工事」による。



・ ・

・ ・

19-4

節

・

ＧＧ

・

・

・

・

・

・

・

・ ・

・ ・ ・

ＧＧ

ＧＧ

・ ・ ・

・

・

ＧＧ

・

・

ＧＧ

ＧＧ ＧＧ

ＧＧ Ｇ

・

・

ＧＧ

・

ＧＧ

・ステンレス製

・溝ふた(横断用)

・溝ふた(側溝用)

・桝ふた用

・Ｕ字溝用

・溝ふた(横断用)

・溝ふた(側溝用)

・桝ふた用

・Ｕ字溝用

・歩 行 用

・Ｔ―20用

・Ｔ―14用

・Ｔ―６用

・Ｔ―２用 ・普通目

亜鉛めっき

(付着量）

・細目 ・(　　　）

・(　　　）

・凹凸形

・平形

・

・

・歩 行 用

・Ｔ―20用

・Ｔ―14用

・Ｔ―６用

・Ｔ―２用

・凹凸形

・平形

・

・

・

・細目

・受枠付

ﾎﾞﾙﾄ固定

・

・受枠付

ﾎﾞﾙﾄ固定

・

ー

ー

ー

ー

・

・簡易密閉型(パッキン式）

(ﾃｰﾊﾟ・ﾊﾟｯｷﾝ式）・中蓋付密閉型

・密閉型(ﾃｰﾊﾟ・ﾊﾟｯｷﾝ式）

・

・

・

・

・

・

・

ＧＧ

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・



その他

開口部

基礎廻り

外　壁

軒天井

屋  根

外部仕上表

室  名

内部仕上表

床 天井高巾木 H 壁 天  井 備  考

共通事項

内部

玄関ポーチ

破風、鼻隠し、壁取り合い雨抑え、下り水切:

◎ 木組ﾉ上野地板:構造用合板t=12 ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ940品下葺 カラーガルバリュウム鋼板 t=0.4縦平葺＠364
  勾配 1.5/10、

○ 松　1等ｔ＝24加工下地 カラーガルバリュウム鋼板 t=0.4加工取付

唐草、:○ カラーガルバリュウム鋼板 t=0.4加工取付

○

○雪止金物: 雪止め用富士型　千鳥止め

（セキノS&W同等品）

◎

高性能グラスウール 24K t=100　窯業系サイディング t=16横張り、役物共○

外壁内通気措置ﾊ住宅金融公庫融資住宅ﾉ木造住宅工事共通仕様書ﾆﾖﾙｺﾄ（外壁ﾖｺ胴縁組）※

通気水切、下り壁水切り、サイディング取合い見切り：カラーガルバリュウム鋼板ｔ＝0.4加工取付○

○外壁換気口：耐侯性樹脂既成品　、水切り防虫網、雪返し付（フクビノーブル4型同等品）

内部廻り立上り壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修仕上（B種） 

基礎天端：均しモルタルｔ＝20金ゴテ仕上

◎

ガラス：FL3+A12+F3化粧、ＦＬ3+A12+FL3、ＦＬ3+A12+F4、型板t＝4.0（カスミ調半透明）等◎

◎窓：外側カラーアルミ、内側木目調樹脂製複合サッシ（2地域品）窓には全て網戸付（合成樹脂網）

玄関ドア：金属製熱遮断構造枠と断熱フラッシュ構造扉

建具廻り取合ｼｰﾘﾝｸﾞ:変性シリコンMS-2額縁：松集成材t＝25　着色CL（サッシ同色）

※住宅性能表示制度の2地域における省エネ対策 「等級４」 の基準を満たす製品とする（ＪＩＳ等級でＨ－３以上）

車庫入口

外部土間ｺﾝｸﾘｰﾄ：ｺﾝｸﾘｰﾄ金ゴテA種仕上げ（水勾配付）

○

壁：GB-R、GB-D  ｔ12.5はホルムアルデヒド吸収分解石膏ボードとする

天井：GB-R、GB-D  ｔ9.5はホルムアルデヒド吸収分解石膏ボードとする

壁：エアコン取付部の下地補強  GB-Rｔ12.5に替えて構造用合板t=12張り455*300程度

壁：化粧ケイカル板端部見切縁：アルミ製

床：天然木化粧フローリング：複合１種フローリング、巾300\U+00D71,800、F☆☆☆☆　

床：構造用合板（針葉樹） ： 特類、2級、C－D、F☆☆☆☆

巾木：既成巾木、MDF芯、樹脂化粧ｼｰﾄ張り60*12.5 既製品F☆☆☆☆

居室及び天井裏等の建材・仕上材等（接着剤等含む）の化学物質発散量に関しては建築基準法第28条の２の基準を遵守するとともに

Ｆ☆☆☆☆等級以上の材料を用いる。

天井廻縁：特記無きは既成廻り縁、 塩ビ既製品F☆☆☆☆

壁：壁胴縁下地は木胴縁組とする

内部天井下地材：軽鉄野縁材19形

ＪＩＳおよびＪＡＳの

○

ホース洗い場：合板型枠打放し補修B種の上、防水モルタル塗

施設文字：

車  庫

資材置場

屯　所

ＷＣ

（準不燃以上）

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ゴテA種仕上

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ゴテA種仕上

打放補修

300
松集成材

SOP

軽量鉄骨組19形下地 3.000

同 上

同 上

300 同 上 同 上 3.000

300

2.820

神棚

鋼製束組 木床組下地

構造用合板t=28下地　

タタミ敷きt＝55D種防カビ

ﾀﾀﾐ寄杉

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼り

木胴縁下地 軽量鉄骨組19形下地

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼り

2.600

ﾋﾟｸﾁｬｰﾚｰﾙ取付12.8ｍ

大引き松90\U+00D790

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ゴテ下地

300

木胴縁下地 軽量鉄骨組19形下地 2.400

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼り

物　入 押入用化粧構造用合板t=28下地　

木胴縁下地

石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5下張り

軽量鉄骨組19形下地

押入用化粧
石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5張り

2.400

断熱構造

地域の区分

断熱工法の種類

4地域

充填断熱

気密層の基準

部    位

屋根

外壁

土間床下等（その他の部分）
基礎立上りの外周部（外気に接する部分）

床（その他の部分）

材    料

天井

厚さ

100  mm
100  mm

断熱材の種類と厚さ

気密材の種類 特記すべき措置

不要
グラスウール  24K
グラスウール  24K

（区分）

C

土間コンクリート下部 防湿フィルム相互の重ねは100mm以上とする室内側防湿フィルム厚0.15ｍｍ（JISA6930-1997）

天然木化粧ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞt=12張り

C

相当隙間面積

結露発生防止対策 換気・通気
小屋裏・床下

30  mm

温熱環境に関すること

外部

火災時の安全に関すること    （防火認定番号）

防耐火区分 認定番号 構造方法等の名称

石膏ボード（GB-R）ｔ12.5 不燃材料 NM-8619
石膏ボード（GB-R）ｔ9.5 準不燃材料 QM-9828

化粧石膏ボード（GB-D）ｔ12.5 不燃材料 NM-0128

化粧石膏ボード（GB-D）ｔ9.5 準不燃材料 QM-9824

ケイカル板  ｔ6.0 不燃材料 NM－8576、8578
ビニルクロス（壁紙） 不燃（準不燃）材料 基材の防火性能種別による防水石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5　12 QM-9826準不燃材料

押入化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5 QM-9808

内部 防耐火区分 認定番号 内部 防耐火区分 認定番号

準不燃材料

外壁

防火構造 PC030BE-3590-2（1） 金属系サイディングタテ張り

外構

外壁の軸組等の防腐防蟻： 現場における防腐・防蟻剤塗布白アリ通行止（JISK1571、設計GL+1,000以下） 及びコロバシ床組部

シンボルサイン

軒樋等: 軒樋120Wファインスクエア同等品、集水器自在ドレン、縦樋 40角止め金物共　瞬水Ｓ15同等品加工取付

打放補修

松集成材

SOP

軽量鉄骨組19形下地

長尺ｼｰﾄ貼り t=2.0 仕上

○ 天井点検口450角　3カ所

ホース乾燥用ポール：既成品　ＮＡホスポール14.4ｍ-360ＫｇＦ（バンドレス型吊下げ装置付タイプ）　○

外部廻り立上り壁：ポリスチレンフォームｔ＝30打込み（防蟻材）ノ上　モルタル金ゴテ仕上◎

建具下：モルタル充填

SUSグレーチング400\U+00D71000

勾配付0～-30

白線ライン入れ　W150t1.5

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼り

木胴縁下地

石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5目地処理

行事用ホワイトボード

（準不燃）

化粧珪酸ｶﾙｼｭｳﾑ板t=6張り

一部流し前　木胴縁下地
防水石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5下張

流ｼ台セットLIXILGK-BL同等L=1.65

ﾚﾝｼﾞﾌｰﾄﾞ

流し台ﾊﾞｯｸ膳板 シ-リング充填

軒天井

防火構造 窯業系サイディング表張り

ポリスチレンフォーム

ＹＡＨＡＴＡ  　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ 　 ＳＴＵＤＩＯ

会社

株式

TEL0193-23-6438  

第199484号

一級建築士登録

一級建築士事務所

八幡康正

承 認 製 図検 図審 査 工事名称

図面内容 建築意匠
縮尺 図面

図面

特　　記 改訂月日改訂番号 改訂内容 業務番号

区分

番号

八幡建設建築設計事務所
岩手県釜石市両石町第４地割２６番地１２

FAX0193-23-6712  

岩手県

toyooka

第え（2211）1270号

A-09
A3 1:100

A1 1:50仕上表

電動ウインチ及びサイレン付

床点検口600角　1カ所（本部物入れ）

C

無線棚収納棚

石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5目地処理 石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5目地処理

防水石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5目地処理

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5張り

EP（日本ﾍﾟｲﾝﾄ　 Hiﾋﾞﾆﾚｯｽｴｺ70 同等品J19-85C）

ケイカル板  ｔ6.0 不燃材料 NM－3522

一部勾配天井部:木軸組の構造用合板t＝９下張り上 タイベックシ-ト下張り、

金属系断熱ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ縦斜張りｔ=16

天井廻り縁：塩ビ既製品

◎

横木胴縁（杉18\U+00D745（90））@455

木軸組ﾉ上構造用合板t＝９下張り　防湿ｼｰﾄ下張（タイベックシｰト同等品）

〔ｹｲﾐｭｰﾃﾞｨﾚｸﾄｰﾝ同等品〕

◎オーバースライディングドア スチール焼付塗装品、明り窓付、レール役物ステンレス製

○ 屋外掲示板　1カ所

基礎建築工事

○建物廻り：

建物廻り：排水側溝300Ａ

○建物廻り舗装： プライムコート PK－３表　層　工：再生密粒度アスコン１３F

路　盤　工：粒調砕石(RM)RC-40~0

鋤取り、路床整正、転圧

A-5-10-15

○ 桝600角

○

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ゴテ下地

防滑ﾋﾞﾆｰﾙｼｰﾄt=2.5貼り

床材巻上

和室42帖

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ゴテ下地

打放補修

松集成材

SOP

床材巻上
男子

女子

小便器ﾊﾞｯｸ膳板

シ-リング充填

床組下地

PC030BE-9201

軒天井 珪酸カルシウム板 t＝6.0NM-1453不燃材料

（スマートスパン柄同等品）
化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5張り

1帖物

2.400

分団名看板3ヶ所

珪酸ｶﾙｼｭｳﾑ板t=6張り

木胴縁下地

石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5下張り

ＥＰ－Ｇ塗装

2023-10 橋野地区消防屯所建設(建築主体）工事

本部 2部 3部

本部 2部 3部

2部 3部

（土間8帖部）

（和室10帖部）

鋼製束組 木床組下地

構造用合板t=28下地　

タタミ敷きt＝55D種防カビ

ﾀﾀﾐ寄杉

大引き松90\U+00D790

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ゴテ下地

本部：マトイ棚2ヶ所

防火衣掛け部FL+40W=300

（土間8帖部）

（和室10帖部）

軽量鉄骨組19形下地

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼り

石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5目地処理

本部

通路

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ゴテA種仕上 打放補修

松集成材

SOP

300

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼り

木胴縁下地

石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5目地処理

軽量鉄骨組19形下地

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5張り

2.600

ＷＣ

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼り

防水石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5目地処理

同 上 同 上 同 上 同 上
300

シンボルサイン2.400

2.400

杉田エース163-439同等

（3室）

（3室）

（2室）

松集成材

SOP

車庫以外すべて充填
車庫以外すべて充填

車庫以外すべて打込み

ポスト杉田エース

249-990同等品

249-990同等品

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼り

木胴縁下地

石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5目地処理

SOP

1.6*8ヶ所

多目的手摺りL型

松　1等30×30加工下地

一般:木野縁組　杉1等45×40＠455　ﾉ上珪酸カルシウム板t=6目透し張り EP塗装

一部:木野縁組　杉1等45×40＠455　ﾉ上有孔珪酸カルシウム板t=6目透し張り EP塗装（開口率4.4％）

タテ木胴縁（杉18×45（90））@455 通気工法

杉1等45×25＠455内

消防章セラミック蓄光材300φ　1ヵ所　　株式会社ヒロベコウキ同等品

150×150　10文字　ステンレスチャンネル文字

20×60

20×60

55×25

20×60

20×60

55×25

20×60

和室付鴨居杉上小45×15

和室付柱杉上小105×25

和室付鴨居杉上小45×15

天井廻り縁杉上小36×15

天井見切縁杉上小105×25

天井見切松集成105×25

天井廻り縁杉上小36×15

ヘルメット掛け15人×3

防火衣掛け15人×3

枕棚Ｗ450×Ｌ4.550１段

×6ヶ所

格納棚×3ヶ所

0.8×0.9

上りカマチ120角3.6×2ヶ所
ﾋﾟｸﾁｬｰﾚｰﾙ取付8ｍ×2ヶ所

壁付けＴＶハンガー×2ヶ所

団名板×2ヶ所

ポスト杉田エース×2ヶ所

ポリスチレンフォーム C 50  mm 和室、物入打込み



計画地 釜石市橋野町第38地割34-1

8039P

4615P

4613C

X1

6315C

8040P

6309C

6310C

6311C

6313P

6314C

8037P
8035P

8036PP

8054SS

10.0 20.0 30.00 5.0
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.
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12.561

3.016

(16.355)

道
路
境
界
線

2
.382

3.584

27.576

1
0 .
990

4.375

11.980

0.
62
6

他住居

鉄塔

（
架
線
高
+5.199）

（
架
線
高
+6
.3
67
）

（
架
線
高
+5.165）

現
況
道
路
幅
員
　
10
.0
0m

現
況
道
路
幅
員
　
10
.0
0m

落
蓋
式
U型

側
溝
300×

300

崩上

158.843

156.703

FH=157.320

Y
=
8
0
9
0
0

X=-70650

2023-10

（GL=157.440）

(+1.770)

FH=156.812

FH=157.013

FH=157.406

FH=157.319

自由勾配側溝

900

900

架
線

（架線高+7.
252

）

（高架線高+30.700）

高架線

敷地境界線

県道35号線

道
路
境
界
線

道
路
境
界
線

9.855

崩下

157.380

敷
地
境
界
線

1,419

1,979

地  番  34-1

NO Xn Yn Xn・(Yn+1-Yn-1) 距 離

6316C -70666.433 80876.776 254752.490965 6.450

8053M -70661.499 80880.931 -145350.703443 12.190

8038PP -70649.490 80878.833 986478.828870 12.104

8037P -70651.887 80866.968 852415.016655 0.568

8035P -70651.355 80866.768 -875158.334385 12.834

8036PP -70648.845 80879.355 -1041010.731075 13.087

8039P -70661.755 80881.503 -2315373.726085 30.949

4615P -70657.244 80912.122 -2295653.857560 12.615

4613C -70669.720 80913.993 -521047.845560 32.947

8040P -70702.205 80919.495 -289030.614040 1.775

6309C -70701.132 80918.081 66953.972004 1.962

6310C -70703.038 80918.548 705828.428354 13.522

6311C -70694.455 80908.098 702702.882700 1.258

6312C -70693.305 80908.608 608386.582830 12.561

6313P -70684.663 80899.492 836906.409920 3.016

6314C -70683.367 80896.768 1057140.436852 16.355

6315C -70672.509 80884.536 1412884.799928 9.855

合  計 1824.036930

合  計  面  積 912.0184650

地  積 912.01 ㎡

求積表

計画概要　

地名地番

用途地域

防火地域

建ぺい率

容積率

敷地面積

都市計画区域外

指定なし

無し

22条地域 指定なし

912.01ｍ2　（275.88坪）

無し

主要用途 08990 その他　（消防屯所）

工事種別 新築

申請建物

FH=157.41

釜石市橋野町第38地割 34-1



真北



火 　の   用    心 火 　の   用    心 火 　の   用    心

釜石市消防団第7分団

第3部 第2部 本部

本部第2部第3部

〒〒〒





ＹＡＨＡＴＡ  　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ 　 ＳＴＵＤＩＯ

会社

株式

矩計図2
TEL0193-23-6438  

第199484号

一級建築士登録

一級建築士事務所

八幡康正

承 認 製 図検 図審 査 工事名称

図面内容 建築意匠

A-14

縮尺 図面

図面

特　　記 改訂月日改訂番号 改訂内容 業務番号

区分

番号

八幡建設建築設計事務所
岩手県釜石市両石町第４地割２６番地１２

FAX0193-23-6712  

岩手県

A3 1:50

A1 1:100

toyooka

第お（2711）1270号

1寸5分勾配

Y4 Y14Y12Y2

2023-10
橋野地区消防屯所建設(建築主体）工事

3部屯所

土間8帖 和室10帖 通　路 男子WC

設計G,L

造成G,L

外部廻り立上り壁：ポリスチレンフォームｔ＝30打込み（防蟻材）ノ上　モルタル金ゴテ仕上

通気土台水切：

外部土間ｺﾝｸﾘｰﾄ：ｺﾝｸﾘｰﾄ金ゴテA種仕上げ（水勾配付30）

防湿フィルム厚0.15mm敷込

砂地業t＝30

砕石地業t=150

軒の高さ

最高の高さ

軒の高さ

外壁：木軸組ﾉ上構造用合板t＝９下張り　防湿ｼｰﾄ下張（タイベックシｰト同等品）

軒天:木野縁組下地　珪酸カルシウム板t=6目透し張り EP塗装（一部有孔）

屋  根：構造用合板t=12 ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ940品下葺

カラーガルバリュウム鋼板 t=0.4立平葺＠364

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ金ゴテ下地 防滑ﾋﾞﾆｰﾙｼｰﾄt=2.5貼り

立上り壁： 防滑ﾋﾞﾆｰﾙｼｰﾄt=2.5巻上げ貼り　
巾木：松集成材

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼り壁：木胴縁下地 石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5目地処理

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼り壁：木胴縁下地 石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5目地処理

天井：軽量鉄骨組19形下地 化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5張り

上りカマチ：松集成材120角　加工取付手垢止め　

鋼製束組 木床組下地

床：タタミ敷きt＝55D種防カビ

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ金ゴテ下地

カラーガルバリュウム鋼板t0.4

2
,
4
0
0

2
,
8
2
0

4
0
0

3
,3
0
0

1
0
04
0
0

1,820

1,365

1,820 910

10,920

750

3,640 3,640

2
,
0
0
0

1,820910

9103,640 4,550

10,920

2
,
4
0
0

5
0
0

1
,
1
0
0

1
,
2
2
5

7
5

4
2
0

2
0

2
5

2
9
5

2
5
0

2
,
4
0
0

大引き松90×90

天井廻り縁：杉　上小36×15

付鴨居：杉　上小45×15

天井見切縁：松集成材100×25

20×60 SOP

タテ木胴縁（杉18×45（90））@455 通気工法

付柱：杉　上小105×25

構造用合板t=28下地　

床下：押出発泡ポリスチレンフォームｔ＝50張付け



ＹＡＨＡＴＡ  　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ 　 ＳＴＵＤＩＯ

会社

株式

矩計図3
TEL0193-23-6438  

第199484号

一級建築士登録

一級建築士事務所

八幡康正

承 認 製 図検 図審 査 工事名称

図面内容 建築意匠

A-15

縮尺 図面

図面

特　　記 改訂月日改訂番号 改訂内容 業務番号

区分

番号

八幡建設建築設計事務所
岩手県釜石市両石町第４地割２６番地１２

FAX0193-23-6712  

岩手県

A3 1:50

A1 1:100

toyooka

第お（2711）1270号

1寸5分勾配

Y4 Y14Y12Y2Y0

2023-10
橋野地区消防屯所建設(建築主体）工事

神棚

設計G,L

造成G,L

屋  根：構造用合板t=12 ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ940品下葺

カラーガルバリュウム鋼板 t=0.4立平葺＠364

外部廻り立上り壁：ポリスチレンフォームｔ＝30打込み（防蟻材）ノ上　モルタル金ゴテ仕上

外壁：木軸組ﾉ上構造用合板t＝９下張り　防湿ｼｰﾄ下張（タイベックシｰト同等品）

軒天:木野縁組下地　珪酸カルシウム板t=6目透し張り EP塗装（一部有孔）

防湿フィルム厚0.15mm敷込

砂地業t＝30

砕石地業t=150

天井： 軽量鉄骨組19形下地 ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼り石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5目地処理

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼り壁：木胴縁下地 石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5目地処理

本部部屯所

構造用合板t=28下地　

床：タタミ敷きt＝55D種防カビ

鋼製束組 木床組下地
床：ｺﾝｸﾘｰﾄ金ゴテ下地

物入

タタミ寄せ杉上小

2
,
6
0
0

4
0
0

3
,
3
0
0

4
0
0

4,550 2,730

1,365

1,820 910

12,740

1
,
5
0
0

2
0
0

3,640 3,640
2
,
0
0
0

1,8201,820

2
7
3

9
0
0

5,460

12,740

910

3
,
3
0
0

4
2
0

2
5
0

天井廻り縁：杉　上小36×15

タテ木胴縁（杉18×45（90））@455 通気工法

大引き松90×90

55×25

付鴨居：杉　上小45×15

床下：押出発泡ポリスチレンフォームｔ＝50張付け



X0 X15X5 X10

X0 X15 Y12 Y4X5 X10
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ＹＡＨＡＴＡ  　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ 　 ＳＴＵＤＩＯ

会社

株式

TEL0193-23-6438  

第199484号

一級建築士登録

一級建築士事務所

八幡康正

承 認 製 図検 図審 査 工事名称

図面内容 建築意匠
縮尺 図面

図面

特　　記 改訂月日改訂番号 改訂内容 業務番号

区分

番号

八幡建設建築設計事務所
岩手県釜石市両石町第４地割２６番地１２

FAX0193-23-6712  

岩手県

第お（2711）1270号

A-17
A3 1:100

A1 1:50

2023-10 橋野地区消防屯所建設(建築主体）工事

展開

方向

Ａ

Ｄ Ｂ

Ｃ

北

X15 X19

3部屯所

土間8帖和室10帖

Y2Y6Y11

3部屯所

X15X19

3部屯所

冷蔵庫

3部屯所

土間8帖 和室10帖

Y2 Y6 Y11

無線棚 無線棚

ホワイトボード
行事用

0.9\U+00D70.8

X23

2部屯所

土間8帖和室10帖

Y2Y6Y11

2部屯所

X19X23

2部屯所 2部屯所

土間8帖 和室10帖

Y2 Y6 Y11

無線棚

ホワイトボード
行事用

0.9\U+00D70.8

X19

無線棚

冷蔵庫

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

X23 X24 X30 Y0 Y14

本部屯所通路
本部屯所

X23X24X30 Y0Y14

神棚

本部屯所 通路 本部屯所

Ａ Ｂ

Ｃ Ｄ

展開図　2

天井

壁

巾木
打放補修床材巻上、

松集成材t＝20、SOP H60

床
ｺﾝｸﾘｰﾄ金ゴテ下地

防滑ﾋﾞﾆｰﾙｼｰﾄt=2.5貼り

仕上表

軽量鉄骨組19形下地

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5張り

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼り

木胴縁下地
石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5目地処理

屯所

2部 3部

土間

化粧珪酸ｶﾙｼｭｳﾑ板t=6張り一部流し前　木胴縁下地 防水石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5下張

化粧珪酸ｶﾙｼｭｳﾑ板t=6張り一部流し前　木胴縁下地 防水石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5下張

下り壁

下り壁

上りカマチ松集成120角手垢止め

上りカマチ松集成120角手垢止め

付柱：杉　上小105\U+00D725

付柱：杉　上小105\U+00D725

付柱：杉　上小105\U+00D725

付柱：杉　上小105\U+00D725

付鴨居：杉　上小45\U+00D715 付鴨居：杉　上小45\U+00D715

付鴨居：杉　上小45\U+00D715 付鴨居：杉　上小45\U+00D715

付鴨居：杉　上小45\U+00D715

付鴨居：杉　上小45\U+00D715

天井
軽量鉄骨組19形下地

石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5下張り、ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼り

壁
木胴縁下地、石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5下張り

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼り

巾木 ﾀﾀﾐ寄杉55\U+00D725、ｿﾞｰｷﾝｽﾞﾘ杉18\U+00D79

床
構造用合板t=28下地、タタミ敷きt＝55D種

屯所 仕上表

付鴨居杉上小45\U+00D715

天井廻り縁杉上小36\U+00D715

本部

和室

天井見切縁杉上小105\U+00D725

天井見切縁杉上小105\U+00D725

構造用合板t=28下地　
床：タタミ敷きt＝55D種防カビ

構造用合板t=28下地　
床：タタミ敷きt＝55D種防カビ

付鴨居：杉　上小45\U+00D715

構造用合板t=28下地　
床：タタミ敷きt＝55D種防カビ

鋼製束組 木床組下地 大引き松90\U+00D790床：ｺﾝｸﾘｰﾄ金ゴテ下地

シ-リング充填

シ-リング充填
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床下：押出発泡ポリスチレンフォームｔ＝50張付け

床下：押出発泡ポリスチレンフォームｔ＝50張付け

床下：押出発泡ポリスチレンフォームｔ＝50張付け

床下：押出発泡ポリスチレンフォームｔ＝50張付け

天井
軽量鉄骨組19形下地

石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5下張り、ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼り

壁
木胴縁下地、石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5下張り

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼り

巾木 ﾀﾀﾐ寄杉55\U+00D725、ｿﾞｰｷﾝｽﾞﾘ杉18\U+00D79

床
構造用合板t=28下地、タタミ敷きt＝55D種

屯所 仕上表

付鴨居杉上小45\U+00D715

天井廻り縁杉上小36\U+00D715

2部 3部

和室

大引き松90\U+00D790鋼製束組 木床組下地

大引き松90\U+00D790鋼製束組 木床組下地

押出発砲ポリスチレンフォームｔ＝50張付

押出発砲ポリスチレンフォームｔ＝50張付



天井
軽量鉄骨組19形下地

防水石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5下張、ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼り

壁
木胴縁下地、防水石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5下張

巾木
打放補修床材巻上

松集成材t＝20、SOP H60

床

WC 仕上表

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ゴテ下地

長尺ｼｰﾄ貼りt=2.0

X22 X24 Y14 Y12 X22X24 Y14Y12

物入　Ａ 物入　Ｂ 物入　Ｃ 物入　Ｄ

男子ＷＣ A女子ＷＣ A

X20 X22 Y14 Y12 X20X22 Y14Y12

女子ＷＣ B 女子ＷＣ C 女子ＷＣ D

X20X15 Y14 Y12 X20 X15 Y14Y12

男子ＷＣ B 男子ＷＣ C 男子ＷＣ D

ＹＡＨＡＴＡ  　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ 　 ＳＴＵＤＩＯ

会社

株式

TEL0193-23-6438  

第199484号

一級建築士登録

一級建築士事務所

八幡康正

承 認 製 図検 図審 査 工事名称

図面内容 建築意匠
縮尺 図面

図面

特　　記 改訂月日改訂番号 改訂内容 業務番号

区分

番号

八幡建設建築設計事務所
岩手県釜石市両石町第４地割２６番地１２

FAX0193-23-6712  

岩手県

第お（2711）1270号

A-18
A3 1:100

A1 1:50

2023-10 橋野地区消防屯所建設(建築主体）工事

展開

方向

Ａ

Ｄ Ｂ

Ｃ

北

展開図　3

X15

2,
00

0

X23 X24

通路

Y12

2,
00

0

Y11

2
,0

00
45

0
20

1
30

Y2

通路

X15

2
,0

00

X23X24

通路

Y12Y11

2,
00

0
45

0
2
0

13
0

Y2

通路

シ-リング充填多目的手摺りL型

天井
軽量鉄骨組19形下地

壁
木胴縁下地

巾木

床
構造用合板t=28下地、天然木化粧ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞt=12張り

物入 仕上表

押入用化粧 石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5下張り

松集成材t＝20、SOP H60

押入用化粧 石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5下張り

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼り

女子、男子

天井

壁

巾木
打放補修

松集成材t＝20、SOP H60

床
ｺﾝｸﾘｰﾄ金ゴテ下地

仕上表

軽量鉄骨組19形下地

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5張り

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼り

木胴縁下地
石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5目地処理

通路

天井見切松集成105\U+00D725 SOP

2
,0

00
60

0

2,275 1,820

2,
40

0
4
20

2,
40

0
4
20

2
,0

00
60

0

2,275

2,
40

0
4
20

1,820

2,
40

0
4
20

2,
40

0

1,820 1,820

1,
30

0
5
00

6
00

1,820

2
,0

05

3
0

36
5

2,
40

0

1,820

1,
30

0
5
00

6
00

2
,0

05

3
0

36
5

4,550

910 1,820 1,820

1,820

1,
30

0
5
00

6
00

2
,0

05

3
0

36
5

2,
40

0

4,550

9101,8201,820

2,
40

0

1,820

1,
2
25

1
,1

00
7
5

2
,0

05
3
0
36

5

1,
88

0
50

0
20

40
0

1,365

2,
40

0

2,
60

0

2,
40

0
2
00

7,280

8,645

60
0

2,
60

0

12
0

1,820 1,820 3,640 1,820

9,100

3
00 4
20

4
00

1,365

2
,4

00

2
,
60

0

2
,4

00

2
00

7,280

8,645

2
,
60

0

9104,5501,8201,820

9,100

2
,4

00
20

0

押出発砲ポリスチレンフォームｔ＝50張付



ＹＡＨＡＴＡ  　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ 　 ＳＴＵＤＩＯ

会社

株式

TEL0193-23-6438  

第199484号

一級建築士登録

一級建築士事務所

八幡康正

承 認 製 図検 図審 査 工事名称

図面内容 建築意匠
縮尺 図面

図面

特　　記 改訂月日改訂番号 改訂内容 業務番号

区分

番号

八幡建設建築設計事務所
岩手県釜石市両石町第４地割２６番地１２

FAX0193-23-6712  

岩手県

第お（2711）1270号

A-19
A3 1:100

A1 1:50

2023-10

天井伏図

天井伏図　　　1/100

橋野地区消防屯所建設(建築主体）工事

真北

車庫
33.12ｍ2

車庫
33.12ｍ2

車庫
33.12ｍ2

資材置場
8.28ｍ2

資材置場
8.28ｍ2

資材置場
8.28ｍ2 男子ＷＣ 女子ＷＣ

物入

本部2部3部

3部屯所 2部屯所 本部屯所
29.81ｍ2 29.81ｍ2

通路

通路

69.56ｍ2

壁付TVハンガー

土間8帖 土間8帖

和室10帖 和室10帖

和室42帖

壁付TVハンガー

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5張り軽量鉄骨組19形下地A

軽量鉄骨組19形下地

石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5目地処理 ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼り
B

軽量鉄骨組19形下地

防水石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5目地処理 ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼り
C

軽量鉄骨組19形下地

押入用化粧 石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5下張り
D

E

F

木野縁組　杉1等45\U+00D740＠455下地

有孔珪酸カルシウム板t=6目透し張り EP塗装

珪酸カルシウム板t=6目透し張り EP塗装

開口率4.4％木野縁組　杉1等45\U+00D740＠455下地

木軸組の構造用合板t＝９下張り上 タイベックシ-ト下張り、

金属系断熱ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ縦斜張りｔ=16

横木胴縁下地G
（スマートスパン柄同等品）

ﾋﾟｸﾁｬｰﾚｰﾙ取付8ｍﾋﾟｸﾁｬｰﾚｰﾙ取付8ｍ

G

F F F F F

F F F F F F F F F F

D

E E E E E

E E E E E E E E E E E

E

E

A A A

A A A

A

A

A A

B B B

X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17 X18 X19 X20 X21 X22 X23 X24 X25 X26 X27 X28 X29 X30X0 X1 X2

Y0

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

Y9

Y10

Y11

Y12

Y13

Y14

点検口 点検口

7
,
2
8
0

1
,
8
2
0

9
,
1
0
0

4,550 4,550 4,550 4,550 1,820 2,275 5,460

27,755

4,550 4,550 4,550 3,640 3,640 1,365

13,650 8,645 5,460

1
2
,
7
4
0

1
,
8
2
0

3
,
6
4
0

4
,
5
5
0

9
1
0

1
,
8
2
0

8
,
1
9
0

9
1
0

1
,
3
6
5

9
1
0

9
1
0

ﾋﾟｸﾁｬｰﾚｰﾙ取付1.6×8ヶ所＝12.8ｍ

C

C



真北



真北

1 1 1

1 1 1

11

2

3 3 3

4 4 5

3A 3A

1

1

1

112

334555

6

61 11

2

3

4A4B

1

消防法上の有窓階算定の計算判定有効面積(㎡) 合計必要面積(㎡)

29.82×1/20＝1.49 (0.75×1.05×2)×3.0 4.72

6.97

29.82×1/50＝0.60

69.56×1/20＝3.48

69.56×1/50＝1.39

1.50

0.75 2.25

OK

OK

OK0.75

2.55 OK

OK

OK

AD-3A

部屋名 床面積(㎡)

2、3部屯所 29.82

69.56

採光

換気

排煙

採光

換気

排煙

8.62

17.09

法規の検討

8.190×3.640

5.46×12.740

本部屯所

＝29.82

＝69.56

29.82×1/20＝1.49

AD-4

(0.75×0.50×2)×3.0 2.25

AD-4 0.75×2.0

0.75×0.5×2

AD-4 0.750.75×0.5×2

69.56×1/20＝3.48

(0.75×1.05×2)×3.0 4.72

AD-3A (0.75×2.0×2) 3.00

AW-1 （0.75×1.5×5）

AW-1 （1.65×1.5×5）×1.0 12.37

5.62

AD-3A (0.75×0.2×2)

AW-1 （0.75×0.6×5）

0.30

2.25



ＹＡＨＡＴＡ  　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ 　 ＳＴＵＤＩＯ

会社

株式

TEL0193-23-6438  

第199484号

一級建築士登録

一級建築士事務所

八幡康正

承 認 製 図検 図審 査 工事名称

図面内容 建築意匠
縮尺 図面

図面

特　　記 改訂月日改訂番号 改訂内容 業務番号

区分

番号

八幡建設建築設計事務所
岩手県釜石市両石町第４地割２６番地１２

FAX0193-23-6712  

岩手県

第お（2711）1270号

A-22
A3 1:100

A1 1:50

2023-4

建具表

備  考

金

物

硝  子

錠

丁番

その他

材  種

形  式

仕  上

符 号・数

室    名

備  考

金

物

硝  子

錠

丁番

その他

材  種

形  式

仕  上

寸  法

形  態

符 号・数

室    名

備  考

金

物

硝  子

錠

丁番

その他

材  種

形  式

仕  上

寸  法

形  態

符 号・数

室    名

2

AD １ヶ所

待機室1

3ヶ所

車庫

▽CH=3,000

▽車庫FL

5ヶ所

車庫

3

AD 2ヶ所

屯所

片引き戸（外付）

附属金物一式

シリンダー錠

ＳＵＳレール

外部：アルミ額縁　

▽CH=2,820

4

AD 2ヶ所

▽CH=2,600

▽屯所本部　FL

1
ＡＷ 5ヶ所

本部屯所

附属金物一式

引違い窓

アルミ樹脂

メーカー標準品

メーカー標準品

集成材額縁　着色ＣＬ樹脂網戸

クレセント

ペアガラス　F4+A16+FL3

2
ＡＷ 1ヶ所

物入

附属金物一式

引違い窓

アルミ樹脂

メーカー標準品

メーカー標準品

集成材額縁　着色ＣＬ樹脂網戸

クレセント

附属金物一式

引違い窓

アルミ樹脂

メーカー標準品

メーカー標準品

樹脂網戸

クレセント

ペアガラス　F4+A16+FL3

3
ＡＷ 2ヶ所

女子WC

▽CH=3,000

▽FL　資材置場

附属金物一式

引違い窓

アルミ樹脂

メーカー標準品

メーカー標準品

集成材額縁　着色ＣＬ樹脂網戸

クレセント

ペアガラス　F4+A16+FL3

4
ＡＷ 3ヶ所

資材置場

小屋裏

小屋裏ガラリ フクビ 大型ヤギリ ノーブル４型同等品

メーカー標準品

メーカー標準品

防虫ネット付

2ヶ所

▽CH=3,000

▽FL　車庫

附属金物一式

引違い窓

アルミ樹脂

メーカー標準品

メーカー標準品

集成材額縁　着色ＣＬ樹脂網戸

クレセント

ペアガラス　F4+A16+FL3

5
ＡＷ 2ヶ所

車庫

▽CH=2,600

本部屯所

1ヶ所
1

WD 1ヶ所
3

WD

1

G

物入

1ヶ所

埋込式手動式開閉オペレータ取付 埋込式手動式開閉オペレータ取付

1,650

1,650

39.1

17.517.5

1,650

90
0

1
,5

00
20

0

60
0

8
00

1,820 910

740

1,820

1
,9

50
5
00

55
0

6
6
3

245

280

6
63

210

98
3
9

25

32

80
0

1,820

2,
32

0
5
00

18
0

1

SS

3,000

3,
00

0

内付タイプ手動軽量シャッター

3,170

メーカー仕様

シリンダー錠

ガイドレール

軽量カラー鋼板t＝0.8

付属金物一式

文化シャッターファイター同等品

水圧開閉錠

外部三方枠スチール焼付塗装

▽CH=3,000

▽車庫FL

1

AD

1,820

2
,0

0
0

引分け戸（外付）

型4、下段アルミパネル

附属金物一式

ＳＵＳレール

外部：アルミ額縁　 センターストッパー

シリンダー錠

1,
00

0

▽CH=3,000

▽車庫FL

1,820

910

2
,0

0
0

1,
00

0

断熱引違戸

型4+A6+透明3 下段断熱アルミパネル

シリンダー錠

附属金物一式 引手

2
,0

0
0

8
20 1,820

内部：集成材額縁着色CL

カラーアルミカラーアルミ

▽屯所FL

▽CH=2,820

▽屯所FL

1,820

断熱引違戸

型4+A15+透明3 下段断熱アルミパネル

シリンダー錠

附属金物一式 引手

ＳＵＳレール

断熱外倒し排煙窓

ワンタッチ排煙オペレター

屯所

▽CH=2,600

▽通路FL

2
,0

0
0

2,
82

0

5
00

2
95

5

AD 1ヶ所

通路

2,
60

0

13
0

45
0

2,
00

0

20

1,365

断熱親子開き戸

型4+A15+透明3

シリンダー錠

附属金物一式

ＳＵＳレール

ＳＵＳ丁番

断熱ＦＩＸ欄間付

本部屯所

3ヶ所

▽本部屯所FL

▽CH=2,600

60
0

2,
00

0

アルミ樹脂

メーカー標準品メーカー標準品メーカー標準品

アルミ樹脂

メーカー標準品

アルミ樹脂

メーカー標準品

2
,6

00

80
0

▽CH=2,400

▽物置　FL

910

740

▽CH=2,400

▽ＷＣ　FL

男子WC

1,650

1,820

▽CH=2,400

▽ＷＣ　FL

男子WC

1ヶ所

附属金物一式

引違い窓

アルミ樹脂

メーカー標準品

メーカー標準品

樹脂網戸

クレセント

ペアガラス　F4+A16+FL3

6
ＡＷ

アクリル樹脂板t＝4.0（透明）

上吊り4枚引違い戸 固定枠見込145ｍｍｔ＝24 ｔ＝30

樹脂化粧シート貼り

基材：MDF

シリンダーカマ錠

角型引き手

メーカー付属品一式

戸先戸尻両側ソフトクローズ

床見切レール

▽FL

▽CH=2,600

▽FL

本部屯所

2

WD

アクリル樹脂板t＝4.0（透明）

上吊り2枚引違い戸 固定枠見込145ｍｍｔ＝24 ｔ＝30

樹脂化粧シート貼り

基材：MDF

シリンダーカマ錠

角型引き手

メーカー付属品一式

戸先戸尻両側ソフトクローズ

床見切レール

▽CH=2,400

▽FL

アクリル樹脂板t＝4.0（透明）

上吊り2枚引違い戸 固定枠見込145ｍｍｔ＝24 ｔ＝30

樹脂化粧シート貼り

基材：MDF

シリンダーカマ錠

角型引き手

メーカー付属品一式

戸先戸尻両側ソフトクローズ

床見切レール

カラーアルミガラリ

アクリル樹脂板t＝4.0（半透明）

上吊り片引き戸 固定枠見込145ｍｍｔ＝24 ｔ＝30

樹脂化粧シート貼り

基材：MDF

シリンダーカマ錠

角型引き手

メーカー付属品一式

戸先戸尻両側ソフトクローズ

カラーアルミガラリ

床見切レール

▽CH=2,400

▽FL

女子表示錠

4A

WD 2ヶ所

女子、男子ＷＣ

注：男子、女子ＷＣ　図反転

4B

WD

男子ＷＣ

1

TB

▽CH=2,400

▽FL

常時開放式トイレブース　見込40

心材：ペーパーコア材

表面材：高圧メラミン樹脂化粧板

表示付スライドラッチ錠（非常時開放方式）、ストライク

常開放式中心吊りグレビティヒンジ

戸当り、帽子掛けフック、アルミエッチ、引手

巾木：ＳＵＳＨＬ笠木：アルミ マグネットキャッチ

80
0

型4+A6+透明3 下段断熱アルミパネル 型4+A15+透明3

3A

AD

三協ＳＴフロント同等品

カラーアルミ 3A

AD

3A

AD

ＳＵＳレール

2
5

ペアガラス　F4+A16+FL3

ランマ網戸内部：集成材額縁着色CL 三協ＳＴフロント同等品 内部：集成材額縁着色CL 三協ＳＴフロント同等品 内部：集成材額縁着色CL 内部：集成材額縁着色CL

集成材額縁　着色ＣＬ 集成材額縁　着色ＣＬ

枠化粧MDF 枠化粧MDF 枠化粧MDF 枠化粧MDF

3,640

750 750

2
,4

00

1
,8

80
50

0
20

2
,4

00

1
,3

00
50

0
60

0

1
,
22

5
1,

10
0

75

2
,4

00

2
,0

05
30

24

3,640 1,820

2
,0

05
30

24

1,820

2
,0

05
30

24

2
,0

05
3
0

800

1,820

4
20

1,760

8
5
0

600

6
0

1,
92

0
2
0

2
,0

00

1,
05

0

1
,0

50

20
0

下部SUS40×20床見切入れ

橋野地区消防屯所建設（建築主体）工事





5

設置場所

名称

仕様

K

設置場所

名称

仕様

K

設置場所

名称

仕様

K

4

5

6

設置場所

名称

仕様

設置場所

名称

仕様

設置場所

名称

仕様

設置場所

名称

仕様

設置場所

名称

仕様

設置場所

名称

仕様

９００

９００

９
０

０

３５０

９
０

０

各所　３ヶ所

Ｋ－4：無線棚

天板：ポストフォーム　本体：ユニボードt=20/背板・巾木：ポリ合板

本部屯所 　1ヶ所

Ｋ－５：神棚

本体：赤松集成材

２部、３部屯所土間　２ヶ所

Ｋ－６：セクショナルキッチン

LIXIL　GSシリーズ同等品　上部下がり壁

1

ホワイトボード

2

９
０

０

８００

２部、３部屯所　２ヶ所

壁掛けテレビハンガー

杉田エース　PFW4510　同等品

3

Letter box

外部 　3ヶ所

ポスト

杉田エース　Luce 同等品

１,６５０

１,６５０

１,６５０

１,６５０ ５５０

２
,３

５
０

２
,３

５
０

２
,３

５
０

５
８

０

１,１００

１,１００

４
５

０ ４５０

１
２

０

５
０

０

５
０

０

外部　1ヶ所

消防団紋章

消防章セラミック蓄光材　300\U+03C6　株式会社ヒロベコウキ同等品

SUSチャンネル文字　150\U+00D7150

施設文字

外部 　1ヶ所

6

4

ヘルメット掛け

杉田エース　SUSヘルメット掛け同等品

釜石市消防団第7分団

１５０

１
５

０

株式

ＹＡＨＡＴＡ  　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ 　 ＳＴＵＤＩＯ

会社

TEL0193-23-6438  

第199484号

一級建築士登録

一級建築士事務所

八幡康正

承 認 製 図検 図審 査 工事名称

図面内容 建築意匠
縮尺 図面

図面

特　　記 改訂月日改訂番号 改訂内容 業務番号

区分

番号

八幡建設建築設計事務所
岩手県釜石市両石町第４地割２６番地１２

FAX0193-23-6712  

岩手県
2023-10第お（2711）1270号

A-24家具図 2

橋野地区消防屯所建設（建築主体）工事

A3 1:100

A1 1:50

各部団車庫　3ヶ所２部、３部屯所土間　2ヶ所



釜石市

この太陽光発電設備・ＬＥＤ照明

は、平成３０年度電源立地地域対

策交付金により設置されました。









L型側溝

落蓋式U型側溝300×300
落蓋式U型側溝300×250

申請箇所計画平面図 S=1:100

S=1:50Ｃ－Ｃ´断面図

10,470

（600） （600）9,270

3,000 3,000
6,000乗入幅1,620隅切幅 隅切幅1,645

Ｌ型側溝（切下げ型）設置

600 600
Ｌ型側溝（切下げ型）設置

S=1:50Ａ－Ａ´断面図

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

A=3.35㎡

L=7.80m

A=2.82㎡

L=6.00m

上蓋式U型側溝撤去

自由勾配側溝（横断用）300×500設置

接続桝設置　③+④
A=1.62㎡

乗入れアスファルト舗装新設　⑦+⑧ A=13.77㎡

Ｌ型側溝撤去・設置 A=9.11㎡ L=10.47m

N=1.0箇所

2
00

9
50

1
50

1000
900

150 600 150
5050

敷モルタル t20

基礎材

C:S=1:3

C-40

グレーチング蓋版(T-25)

基礎砕石
(RC-40)基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ

(18-8-25)

調
整
高
50
～

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋 L=1.0m

(18-8-25)

570

勾配調整ｺﾝｸﾘｰﾄ

S=1：20

断面図

7
0
0
(
80
0)

Ｌ型側溝撤去・設置
LS3-F-ｈ200-T180

870

500 220 150

基礎砕石
(RC-40)

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ
(18-8-25)

S=1：20

既存自由勾配側溝（横断用）300×500
既存Ｌ型側溝（乗入型）

5,757

表　層　工

上層路盤工

下層路盤工

基　層　工

t= 30

t= 40

t=150

t=150

再生密粒度アスコン（13F）

再生密粒度アスコン（20）

粒調砕石（M-40）

再生砕石（RC-40）

一般部　180/230×250
切下部　180/230×250～100
乗入部　210/230×1008,843

Ｂ－Ｂ´断面図 S=1:50

A=22.51㎡

接続桝1　 B600-H700

(接続桝2　B600-H800)

接続桝2 B600-H800設置自由勾配側溝（横断用）300×500設置 L=6,000接続桝1 B600-H700設置

上蓋式U型側溝撤去 7,800

現
況
道
路
幅

員
　
10
.0
0m

看板

現
況
道
路
幅

員
　
10
.0
0m

看板

L型側溝

上蓋式U型側溝300×300

蓋有り 2
, 7

4 9

5
, 7

5 7

8
7 0

2
, 1

8 7

乗入幅隅切幅 隅切幅

6,000 1,6451,620

9,265

敷地内歩道部舗装面積 6.05ｍ2

デリネーター移設

上蓋式U型側溝300×300

既存切り下げ部デリネーター

1
. 4

4 ｍ6.00ｍ

2
.1
5ｍ

2
.1
5ｍ

10.47ｍ

0
. 6

9 ｍ 6.00ｍ

0
. 9

0 ｍ

0
.
43

①

0
. 9

0 ｍ0.90ｍ

0
. 6

6 ｍ

0
. 4

7 ｍ

②③ ④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

0.90ｍ

1
. 8

0 ｍ

0
.8
7ｍ

境界線
境界線

7.80ｍ

※アスファルト舗装カッター（歩道2.15+道路14.1）=16.25m



●本体寸法表

B

450

eHW
 435
 535
 635
 735
 835
 935
1035
1135
1235

寸    法　　(㎜)
c'

 85

100

100600

b

10

25

570

敷地内

呼 び 名 参考重量

( kg )

県道敷地内

設置位置

 412
 492
 570
 650
 840
 935
1030
1120
1210

 300x 300

直壁ＲＳＷ－９００Ｂ

斜壁ＲＩＷ－６００Ｃ

鋳鉄蓋

（集水桝4）

敷モルタル t20
C:S=1:3

基礎砕石
RC-40

調整リング　RP600H100

( a x c )

    x 400
    x 500
    x 600
    x 700
    x 800
    x 900
    x1000
    x1100







上
層

路
盤

表
層

造成KBM=155.67
155.660

高架線

157.218

156.830

159.117

156.799

158.238

156.217

158.031

157.689

157.679

157.299

154.661

155.184

155.612

155.605

155.702

155.718

155.681

157.919

158.857

157.611

157.909

158.574

158.751

157.891

157.802

157.330

158.505

158.682

157.374

157.073

157.385

157.979

156.374

157.316

154.769

154.594

157.803

158.004

158.291

158.425

158.256

159.007

156.337

156.993

156.841

156.403

155.67

155.594

157.789

158.022

158.852

158.922

158.843

158.618

158.244

157.361

158.505

157.374

158.605

157.164

158.316

156.854

158.302

157.618

157.380

156.134

157.409

156.703

156.338

156.112

156.848

156.367

155.592

155.403

154.921

154.624

154.622

155.082

157.091

158.199

158.214

158.021

158.977

158.999

157.509

156.871

156.941

157.209

157.979

156.656

156.135

156.637

158.439

崩上

崩下

崩上

崩下

崩下

崩上

崩上

崩下

下
層

路
盤

RC-40

RC-40

1
,0

0
0

15
0

1
50

5
00

FH= ▽造成仕上がり面

盛
土

（
購
入

材
）

RC-80（置換）

FH=157.440

20
0

表
層

路
盤

建
築

工
事

で
施

工

RC-80（置換）

盛
土

（
購

入
材
）

建
築

工
事

で
施

工
建

築
工

事
で

施
工

▽造成仕上がり面

※発生土処分先は釜石市両石町第5地割27とする。（運搬距離L=17.9Km）

Y
=
80
9
0
0

Y
=
80
9
5
0

X=-70700

X=-70650

Y
=
8
0
9
5
0

X=-70650

0 10 20

1:150

番号

区分

改訂内容改訂番号改訂月日

図面

図面縮尺図面内容

工事名称

A1 1:150
A3 1:300

※購入材はRC-80（釜石地区）とする。

造成平面図

+13.6（1）断面

+13.6（2）断面

FH=156.940

2
50

～
3
00

20
0
～

25
0

Ａ－Ａ´

Ｂ－Ｂ´

建
築
工

事
で

砕
石
敷

E:栗林線14北4東1

T:NTT 大田林6右2

架
線〔As〕

Ｂ´

山留壁工

A-1

A'

S

S

S

6316C

8053M

8038PP

8037P

8035P

8036PP

8039P

4615P

4613C

8040P

6309C

6310C

6311C

6312C

6315C

8054SS

BK1P

4616M

(A)36-1

 34-1三角地

 34-1残地

6.
45
0

1
2.
190

12.10
4

0.568

12.834

13
.0
87

30.949

12
.6
15

32.
94
7

1.775

1.962

13.522

1.
25
8

9.855

3.584

27.576

1
0.
99
0

0.
62
6

23.
141

2
.3
82

11.980

架
線

E:栗林線14北4-A

架線

E:栗
林
線
14北

4

T:NTT 大
田
林
6右

1

架
線

高架線

コ
ン
ク
リ
ー
ト
擁
壁

住居

鉄塔

（
架
線
高
+5.199）

（
架
線
高
+6
.3
67
）

（
架
線
高
+5.165）

（架線高+7.
252

）

（高架線高+30.700）

現
況
道
路
幅
員
　
10
.0
0m

KT2

KT1

看
板

L型
側
溝

L型
側
溝

落
蓋
式
U型

側
溝
300×

300

落
蓋
式
U型

側
溝
300×

250

上
蓋
式
U型

側
溝
300×

300

蓋
有
り

〔As〕

〔As〕

フ
ェ
ン
ス
 
H=
2.
00
0

フ
ェ

ン
ス
 
H
=2
.
00
0

フェンス H=1.50
0

上蓋式U型側溝280×200破損

崩上

崩下

崩上
崩下

+13.6

+25.0

+30.0

+28.8

+26.1

+33.7

+38.6

+40.0

+43.9

+45.4

+46.4

+48.5

+20.0

+15.0

+16.1

+17.8

+12.0

+11.0
+10.0

+8.1

+5.0

+1.6

+2.0

+0.0

造成高

GL=157.440建築物

1：
1.8

1：1.8

Ａ

Ｂ

Ａ´

+13.6（
1）断面

+13.6（
2）断面

+13.6（
1）断面

+13.6（
2）断面

FH=156.810

造成高

FH=156.91

FH=156.940

FH=156.940

FH=156.91

FH=156.91
FH=156.940

FH=156.94

FH=156.94

FH=156.94

FH=156.94

FH=156.74

FH=156.77

FH=156.59

FH=156.57

FH=157.32

FH=157.33

FH=157.33

FH=157.21

FH=157.35

FH=157.32

FH=157.37

FH=157.38

FH=157.36

FH=157.38

FH=157.38
FH=157.40

FH=157.38

FH=156.940

FH=156.91
造成高

FH=156.93

FH=156.79

A1=3.3×1.082=3.5ｍ2

A2=2.4×1.082=2.6ｍ2

法面防草シート張り（サバーン240G同等品）シート補強JアンカーD10鉄筋併用

A3=95.0×2.059=195.6ｍ2

L=51,09
8

（景観パネル）

FH=156.940（-500）

 34-1建設予定地

橋野地区消防屯所建設（建築主体）工事

A-33

造
成

工
事
で

施
工

済
造
成

工
事

で
施

工
済

法面防草シート張り（サバーン240G同等品）シート補強JアンカーD10鉄筋併用

建築意匠

341.91 m2

441.70 m2

切土法面整形

砕石敷

72 m2

（ｔ＝150）

フェンス設置工事

RC-40（砕石敷）

215.3 m2

砕石敷
（ｔ＝150）

Ｌ＝４３ｍ

計算式
215.3㎡＋72㎡＝287.3㎡

砕石敷　計４３.１ｍ3

287.3㎡×0.15ｔ＝43.095
≒43.1ｍ3

フェンス設置工事

L＝17ｍ

156.246156.932

155.965

156.156

156.919

157.127

157.334

156.135

156.749

156.912

Y
=
8
0
9
0
0

X=-70700

第お（2711）1270号

岩手県

FAX0193-23-6712  

岩手県釜石市両石町第４地割２６番地１２

特　　記審 査 検 図 製 図承 認

八幡康正

一級建築士事務所

一級建築士登録

第199484号
TEL0193-23-6438  

株式
会社

ＹＡＨＡＴＡ  　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ 　 ＳＴＵＤＩＯ

八幡建設建築設計事務所

B-1

S

6313P

6314C

X1

12.561

3.016

(16.355)
4.375

架
線

架
線

集水桝角

KBM=±0

切
り
下
げ

現
況
道
路
幅
員
　
10
.0
0m

看板

上
蓋
式
U型

側
溝
300×

300

〔As〕

1：
1.
8

FH=157.35

φ 50.8× 1.6 φ 50.8× 1.6
GL+0m

ワ イ ヤ メ ッ シ ュ
（ハ イ テ ン ショ ン 線）
胴縁

Ｂ Ａ

Ａ部取付図 Ｂ部取付図

ＡＲ－Ａ1200－ＭＳS=1:4

（昭和５７年改正の建築基準法・同施行令に基づく風圧力 ＧＬ＋０ｍ に依る)

2,000 2,000

180 180

1
,
1
5
0

1
,
2
0
0

5
0

2
0
0

4
5
0

（W, 付 ）
角根BN M8×35

ジ ョ イ ン ト

（W付）
角根BN M8×70

押え ⾦具

胴縁

押 え ⾦具

胴縁

角根BN M8×40

95
以

下

φ4
.1

（
φ

3.
7）

≒ 48

（φ 3. 7）
φ 4. 1

38
38

（　 ） 内は芯線径を 示す。
パネ ル 斜視図

φ 4.5

φ 4.5

胴縁斜視図

押え ⾦具

SW （W, 付 ）SW
亜鉛め っ き の上高耐候性樹脂粉体塗装

亜鉛・ ア ルミ ・ マ グ ネ シウ ム合⾦め っ き の上
高耐候性樹脂粉体塗装

溶融亜鉛め っ き の上防錆着色処理

設計荷重・ ・ 昭和５７ 年改正の 建築基準法・ 同施⾏令に 基づ く 風圧⼒に 依る。
基礎条件・ ・ ⻑期許容地耐⼒９８ｋＮ／㎡（１０ｔ／㎡）

備考
１．

設計条件

  胴 縁
・ ボ ル ト ナ ッ ト

外装に つ い て

・ ワ イ ヤ メ ッ シ ュ
パネ ル取付⾦具類

・ 主    柱

・ ・

・ ・

・ ・

8,000

フェンス設置工事 施工長さ　計６０ｍ
（17ｍ＋43ｍ）



岩手県

岩手県釜石市両石町第４地割２６番地１２

番号

区分

改訂内容改訂番号 改訂月日特　　記

図面

図面縮尺
図面内容

工事名称審 査 検 図 製 図承 認

八幡康正

一級建築士事務所

一級建築士登録

第199484号

株式
会社

ＹＡＨＡＴＡ  　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ 　 ＳＴＵＤＩＯ

A1 1:100
A3 1:200

八幡建設建築設計事務所

縦断図

（1：1.8）
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RC-40　t=150

砕石敷

砕石敷

RC-40　t=250 （H=157.190～）

屯所FH=157.440
FH=156.940

当初地盤線
当初地盤線

造成地盤線

建築工事

建築工事

注：（地質調査後施工前後施工協議の事）

造成地盤線

計画造成地盤線

215.3 m2

341.91 m2 85.47 m3

32.30 m3
RC-40　t=300 （H=157.240～）441.70 m2 132.51 m3



八幡建設建築設計事務所
岩手県釜石市両石町第４地割２６番地１２

TEL0193-23-6438  

ＹＡＨＡＴＡ  　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ 　 ＳＴＵＤＩＯ

株式
会社

岩手県

一級建築士事務所

一級建築士登録

第199484号

八幡康正

承 認 審 査 検 図 製 図

FAX0193-23-6712  

特　　記 改訂番号 改訂月日 改訂内容 業務番号 工事名称

縮尺
建築構造

図面

区分

図面

番号

図面内容

Ｓ-01

６．鉄筋コンクリート工事５．地業工事

（７）アンカ－ボルト

（　　　　　　　　工法　　　　　　　　　　　　　　）

Ｎ
値度 ２０ ３０１０ ４０ ５０ ６０

（１）　コンクリート

-

-

-

ＪＩＳ規格品とする

Ｄ

ｄ

Ｄ

ｄ

２

１．建築物の概要

２．使用構造材料

４．土　工　事

(SD345) 

（８）　その他

１００ １２０ １５０ １９０

地盤調査により、所定地耐力の確認を行う

そ　の　他

Ｆｑ　：　品質基準強度
Ｔ　　：　温度補正

（２）　鉄筋の重ね継手の長さ（布基礎隅角部は除く）

※　（　　）はＳＤ３４５の場合を示す。

（コンクリート）

（鉄　　筋）

　（１）　鉄筋末端及び中間部の折曲げ形状・寸法

折り曲げ図

部　　　　位

折り曲げ内の寸法（Ｄ）

余　　　　長 ４ｄ以上

２ｄ以上

末　端　部

余
長

中　間　部

３ｄ以上

配合試験　　　有

※トルク計または電流計により支持層の確認できる施工機械を用いる。　
※鉛直精度の確認できる施行機械を用いる。　

支持層
深　さ

長期杭耐力　　　　　ｋＮ／本

土　質深

○位置図

備　考
設計Ｆｃ品質Ｆｑ

種　類

普　通　　　

普　通　　　

普　通　　　基礎、基礎梁

土間コンクリート

無筋コンクリート

捨コンクリート

適用箇所

15

普　通　　　１６・１８

21

21 24
15   

15   

基準強度（Ｎ／ｍｍ2）

（ｃｍ）
スランプ

（　　　　Ｌ＝４００ Ｚマーク表示金物同等品）

打ち込み日ごととする。

　　　　　　　無（含水比１００％以内で有機質土無）

配合試験　　　有

表層セメント改良工法

砕石　　Ｃ４０－０又はＲＣ４０－０地　業
ラップル
地盤改良

深層柱状改良工法　

　　　　　　改良厚　　ｍ）（設計改良強度　Ｆｃ＝　　　　ｋＮ／ｍ2

　　　　　　　無　　（　　有機質土無　　　黒色土無）

　直接基礎

その他

（　　布基礎　　　　　べた基礎　　　　　　　　　　）

ＳＧＬ　－　　　ｍ　・　－　　　ｍ

　既製杭基礎

（２）　鉄筋

３．地　　盤

（改良強度　　　　ｋＮ／ｍ2

７.設備関係

0.50

1.00

1.50

2.00

▼設計GL

　，　φ＝　　ｍｍＬ＝　　ｍ　）　

○調査地番
●

２５℃以上の場合は２時間以内とする。
打ち込み継続中における打ち継ぎ時間の限度は、外気温２５℃未満の場合は２．５時間、

なお、採取本数は特別指示なき限り一回につき四週用に３本とする。
ポンプ打ちコンクリートは、打ち込み位置に出来るだけ近づけて垂直に打つこと。

圧縮強度試験供試体（ＪＡＳＳ　５Ｔ－６０３）は下記●印により、採取は打ち込み工区ごと、
調合計画は、工事着工前に工事監理者の承認を得る。
セメントは特記なき限り普通ポルトランドセメントを標準とする。
コンクリートはＪＩＳ認定工場の製品とする。

鉄筋は、ＪＩＳ　Ｇ３１１２の規格品を標準とし、材料規格証明書を工事監理者に提出すること。
原則としてＤ１９以下は、重ね継手とする。

　距離がある

21

18

24

鉄筋の種類
コンクリートの
設計基準強度 重ね継手長さ
（Ｎ／ｍｍ　）

現場水中養生　強度管理材齢　２８日　Ｆｑ　　＝Ｆｃ＋３　　　　Ｎ／ｍｍ2
標準水中養生　強度管理材齢　２８日　Ｆｑ＋Ｔ＝Ｆｃ＋３＋温度補正　Ｎ／ｍｍ2

　　　　　　　　その他

溶接金網
異形鉄筋 ＳＤ２９５Ａ

６φ－１５０×１５０
ＳＤ３４５（径　Ｄ１９　以上）

Ｚマーク表示製品およびその同等品
（財）日本住宅・木材技術センターが定める規格に適合する

（財）日本住宅・木材技術センターが定める規格に適合する
Ｃマーク表示製品およびその同等品

　　Ｚマーク表示製品及びその同等品とする。
　Ｍ１２　（　　 Ｌ＝４００　　 Ｌ＝４５０　　　Ｌ＝５００）
　Ｍ１６　（　　 Ｌ＝６００　　 Ｌ＝７００　　　Ｌ＝８００　　Ｌ＝９００）

　コンクリートブロック　　ＪＩＳ　Ａ　５４０６

地盤調査方法 　目視（地質　　　　　　　　　）
　静的貫入試験（スウェーデン式サウンディング調査）
　標準貫入試験（ボーリング調査）
　含水比測定
　平板載荷試験

敷地調査結果がある場合であっても現場状況によって
工事監理者の指示により、杭長、杭種、直接基礎の深さ、

また周辺、土質、地下水等状況によりのりをつけるかまたは山留めを設ける。
根切り土は場内敷き均しを基本とする。ただし、悪質土は場外処分とする。
埋め戻しは良質土によりランマー等による転圧を十分行う。
深さ１ｍを越える山留めは、特記による。

根切りは機械堀りを基本とするが、根切り底は鋤取りにて丁寧に造る。

形状を変更する場合もある。

　Ａ種　　Ｂ種　　Ｃ種　　　　厚

　３０ｋＮ／m2　２０ｋＮ／m2　以下（べた基礎）　５０ｋＮ／m2

　　　　　　　　ＰＨＣ杭（セメントミルク工法）
　　　　　　　　摩擦杭（　　　　　　　工法）

杭　種　　　　　鋼管杭（　　　　　　　工法）

　　　　　　　杭載荷試験　　　　　　　有　　　無
　　　　　　　建柱車の使用　　　　　　無　　　有（先端支持力係数１５０以下）　　

　　　　　　　　施工機械の重量　　　　　ｋＮ　以上
●

（３）　構造部材ＪＡＳ規格品または法第３７条第二号による認定品とする。

（５）　釘ＪＩＳおよびＪＡＳ規格品または法第３７条第二号による認定品とする。

（４）構造用面材ＪＩＳおよびＪＡＳ規格品または法第３７条第二号による認定品とする。

（６）　接合金物

　（財）日本住宅・木材技術センタ－が定める規格に適合する

４０ｄ（４５ｄ）又は
３０ｄフック付

●

●●

●

　３５ｋＮ／m2

■管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、

■管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等
有効な地震その他の震動及び衝撃の緩和の為の措置を講ずること。

■法20条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽、煙突その他

■建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを

建築物の構造耐力上主要な部分に、支持構造部は、建築物の構造耐力上主要な部分に
緊結する事。

若しくはコンクリートブロック造とすること。

構造とすること。

*「給湯設備」：建築物に設ける電気給湯器その他の給湯設備で屋上水槽等のうち
給湯設備に該当するものを除いたもの

□煙突の屋上突出部の高さは、れんが造、石造、コンクリートブロック造又は無筋

鉄筋コンクリート造又は厚さが25cm以上の無筋コンクリート造、れんが造、石造
□煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5cm以上とした

■風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障の無い

給湯設備*は、風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して
安全上支障の無い構造とすること。満水時の質量が15kgを超える給湯設備については
地震に対して安全上支障の無い構造として、平成12年建設省告示第1388号第5に規定する
構造方法による事

■屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するものは、支持構造部又は

コンクリート造の場合は鉄製の支枠を設けたものを除き、90cm以下とすること。

■建築物に設ける給水、排水その他の配管設備は固定補強すること。

設ける等有効な管の損傷防止のための措置を講ずること。

伸縮継手又は可ドウ継手を設ける等有効な損傷防止のための措置を講ずること。

震動及び衝撃に対して構造耐力上安全なものとすること。
これらに類するものにあっては、建設省告示第1389号により、風圧並びに地震その他の

建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造方法による。
■建築設備（昇降機を除く）、建築設備の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽の恐れがないものにすること。

○支持地盤、地層および
　深さについてのコメント

○近隣データの調査地番と
　設計地番とは約　　ｍの

○備考

●

0.5

適用は　●　印を記入する　

（型　　枠）

（７）　鉄筋のあき

部分

部　　　位

５０

７０ かぶり厚さ

かぶり厚さ

（６）　かぶり厚さ

土に接する

　配筋検査

異形鉄筋　１．５ｄ以上（鉄筋間隔　１．５ｄ＋　鉄筋の最外径）
粗骨材の最大寸法の１．２５倍以上かつ２５ｍｍ以上

（注記）　平均気温は、型枠の存置期間中の平均気温を示す。

工事監理者に事前連絡し指示を受けるもの。

（アンカーボルト）
アンカーボルトの据付けは、テンプレート等を用いて設計寸法所定位置に

（Ｍ１６アンカーボルト等据付方法例）

セットする。なお、コンクリート打設時に移動しないよう固定する。
コンクリート打設後アンカーボルトの移動がない事を確認する。

　型枠検査

材料は、合板厚１２ｍｍまたは金属製型枠パネルを標準とする。
基礎、はり側のせき板の最小存置期間は下記による。ただし、コンクリートの
圧縮強度が５Ｎ／ｍｍ52　以上であることを確認すれば、取り外してよい。
平均気温１５℃以上　　３日　・　平均気温５～１５℃　　５日　・　平均気温５℃以下　８日

　基礎立上がり

　　基礎底版

設計かぶり厚さ（ｍｍ）

高さを変えることで埋
込み寸法を調整する。

アンカーボルト

位置出し材
水糸

布基礎型枠

水糸で通りを正確
に出し、ピッチを
正確に計って墨出
しをし、ドリルで
穴あけする。

●

４５ｄ（５０ｄ）又は
３５ｄフック付

SD295A

令第129条の2の4の事項

SWS試験、土質調査（基礎、杭の位置を明記すること。）

ＳＷＳ試験値

1

工 事 名 称
建 築 場 所
用　　　途
工事　種別

構造　種別
建築　工法

規　　　模

増築　計画
設計　条件
そ　の　他

積雪　　　　ｃｍ
　無 　有

　増築

軸組工法
木造

●

●

●

●

●

　新築

　枠組壁工法（２×４工法）

構　造　設　計　標　準　仕　様

2.50

3.00

3.50

4.00

4.50

構造設計標準仕様

応力伝達継手 ひびわれ防止メッシュｂａ

（４）溶接金網の継手

（３）布基礎隅角部配筋補強

30
0

横線間隔＋50ｍｍかつ 横線間隔かつ100ｍｍ以上とする
150ｍｍ以上とする

又はＵ型180゜フック付き
（折り曲げ内の寸法　D≧3ｄ　）
立上り筋下端はＬ型　フック付き

布基礎隅角部では各横筋を折り曲げた上，直交する他方向の横筋に300㎜以上

150以上

（基礎幅Ｗ＝400以下
　の場合110）

重ね合わせる。

消防屯所

80

●

地下　０　階地上　　　階

（Ｈ型ＰＣパイルL=6.0m、28セットで想定）
５０

15   

●

●

標準貫入試験値

5.00

5.50

6.00

6.50

7.00

7.50

8.00

8.50

9.00

9.50

10.00
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特記なき部材

土台　　120×120

大引　　90×90

管柱　　120×120

小屋梁　120×120

小屋束　90×90

母屋　　90×90

火打梁　鉄ｱﾝｸﾞﾙ（ﾋﾞｽ）

間柱　　30×120

間柱　　45×120＠910

筋違　　45×90

垂木　　45×90　＠364

床合板　28㎜　実有
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方杖　120×120　19本
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Ｙ14通り  南面

Ｙ8通り  南面
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１階床面積算定図

床面積表 単位  ㎡

階 面積 計

1 1 13.650×9.100 124.215000 288.18
2 8.645×10.920 94.403400
3 5.460×12.740 69.560400

A1

A2

A3

2
73

12,799

2,629

12,913

14,99613,176
15,258

1
,5
09

GL

1FL

1
,3
50

Ｘ方向(東面)見付面積算定図

A1

A2A3 A4

A5

27,928

27,977
28,007

28,055
28,085

1
44

1
301
44

1
,7
55

GL

1FL

1
,3
50

Ｙ方向(南面)見付面積算定図

見付面積表 単位  ㎡

方向 階 面積 計 累計

X 1 A1 12.913×1.353 17.471289 33.83
A2 (14.996＋13.176)×0.273÷2.0 3.845478
A3 12.522525

Y 1 A1 27.928×1.353 37.786584 98.79
A2 27.977×0.144 4.028688
A3 28.007×0.130 3.640910
A4 28.055×0.144 4.039920
A5 28.085×1.755 49.289175

4,550 4,550 4,550 3,640 3,640 1,365 5,460

27,755
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１階平面図

凡例
記号 壁の構造( 1 )

壁の構造( 2 )

筋かいの構造 倍率

W1 木材 30×90以上 シングル 1.50 1.50

W2 木材 30×90以上 ダブル 3.00 3.00

W3 木材 45×90以上 シングル 2.00 2.00

W4 木材 45×90以上 ダブル 4.00 4.00

W5 木材 90×90以上 シングル 3.00 3.00

W6 木材 90×90以上 ダブル 5.00 5.00

W7 構造用合板 2.50 2.50

W8 構造用合板 2.50 木材 45×90以上 シングル 2.00 4.50

必要壁量算定表 単位  m

見付面積(風圧力)に対する必要壁量

床面積(地震力)に対する必要壁量
階 方向 床面積 乗ずる数値 必要壁量

階 方向 見付面積 乗ずる数値 必要壁量

床面積(地震力)に係る条件

見付面積(風圧力)に係る条件

1 X

Y

288.18 0.150 43.227

1 X 0.500

Y

1 X W7 2.50 0.910 15 34.125 67.567

W7 2.50 1.365 1 3.412

W7 2.50 1.820 3 13.650

W3 2.00 1.820 3 10.920

W3 2.00 0.910 3 5.460

Y W7 2.50 1.820 8 36.400 70.070

W7 2.50 0.910 2 4.550

W3 2.00 1.820 6 21.840

W3 2.00 0.910 4 7.280

存在壁量算定表 単位  m

階 方向 記号 倍率 長さ 個所 壁量 合計

壁量判定表 単位  m

階 方向 存在壁量 判定 必要壁量

床面積(地震力) 見付面積(風圧力)

壁余裕度

1 X 67.567  > OK 43.227 1.56

Y 70.070  > OK 43.227 1.41
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１階壁釣り合い算定図

側端部分床面積表 単位  ㎡

階 方向 面積 計

1 X 上 88.40U1 27.755×3.185 88.399675

下 29.20D1 8.645×1.365＋3.185×5.460 29.190525

Y 左 63.15L1 6.939×9.100 63.144900

右 85.72R1 1.820×5.460＋6.939×10.920 85.711080

側端部分必要壁量算定表 単位  m

階 方向 床面積 ㎡ 物置等 ㎡ 合計床面積 ㎡ 乗ずる数値 必要壁量

1 X 上 88.40 0.00 88.40 0.110 9.724

下 29.20 0.00 29.20 0.110 3.212

Y 左 63.15 0.00 63.15 0.110 6.947

右 85.72 0.00 85.72 0.110 9.430

1 X 上 W7 2.50 0.910 6 13.650 47.092

W7 2.50 1.365 1 3.412

W7 2.50 1.820 3 13.650

W3 2.00 1.820 3 10.920

W3 2.00 0.910 3 5.460

下 W7 2.50 0.910 6 13.650 13.650

Y 左 W7 2.50 1.820 2 9.100 15.470

W7 2.50 0.910 2 4.550

W3 2.00 0.910 1 1.820

右 W7 2.50 1.820 5 22.750 31.850

W3 2.00 1.820 2 7.280

W3 2.00 0.910 1 1.820

側端部分存在壁量算定表 単位  m

階 方向 記号 倍率 長さ 個所 壁量 合計

壁釣り合い判定表 単位  m

階 方向 必要壁量 存在壁量 壁量充足率 壁率比 判定

1 X 上 9.724 47.092 4.842 0.877  OK 

下 3.212 13.650 4.249

Y 左 6.947 15.470 2.226 0.659  OK 

右 9.430 31.850 3.377
全ての壁量充足率が１を超えているためＯＫ
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１階柱壁伏図

接合部凡例
記号 仕様 Ｎ 倍率

(い) 短ほぞ差し、かすがい打ち 0.00

(ろ) N 長ほぞ差し込み栓打ち 0.70

(ろ) L L字型金物 0.65 0.70

(は) V V字型金物 1.00 1.00

(は) T T字型金物 1.00

(に) P 羽子板ﾎﾞﾙﾄ 1.40 1.40

(に) I 短冊金物 1.40

(ほ) Ps 羽子板ﾎﾞﾙﾄ+ｽｸﾘｭｰ釘50 1.60 1.60

(ほ) Is 短冊金物+ｽｸﾘｭｰ釘50 1.60

(へ) 2 10KN用引き寄せ金物 1.80 1.80

(と) 3 15KN用引き寄せ金物 2.80 2.80

(ち) 4 20KN用引き寄せ金物 3.70 3.70

(り) 5 25KN用引き寄せ金物 4.70 4.70

(ぬ) 32 15KN用引き寄せ金物×2 5.60 5.60

(る) J1 腰掛け蟻若しくは大入れ蟻掛け+羽子板ﾎﾞﾙﾄ､短冊金物 1.90 梁継手・仕口用

(を) J2 腰掛け蟻若しくは大入れ蟻掛け+羽子板ﾎﾞﾙﾄ､短冊金物×2 3.00 梁継手・仕口用

*接合部凡例はユーザ設定されたものです。

筋かいの種類に応じた筋かいの端部の接合部の仕様

筋かいの種類 接合部の仕様（構造方法)

イ 鉄筋φ9 柱又は横架材を貫通し、三角座金を介してナット締め、

又は鋼板添え板を用い鋼板を柱及び横架材にCN90,

8本平打ち

ロ 筋かい:15×90 柱・横架材を欠き込み、柱・横架材双方に対してN65,

5本平打ち

ハ 筋かい:30×90 鋼板添え板t=1.6mmを筋かいに対してボルトΦ12

及びCN65,3本平打ち、柱に対してCN65,3本平打ち、

横架材に対してCN65,4本平打ち。筋かいプレートBP同等品

二 筋かい:45×90 鋼板添え板t=2.3mmを筋かいに対してボルトΦ12

及びスクリュー釘Φ4.5L50,7本平打ち、柱及び横架材に

対してスクリュー釘Φ4.5L50,5本平打ち。

筋かいプレートBP-2同等品

ホ 筋かい:90×90 柱又は横架材にボルトΦ12mmを用いて一面剪断接合

胴差と通し柱の接合部の仕様

胴差と通し柱の条件 仕口

T1

T2

T3

胴差を柱にかたぎ大入れ短ほぞ差し

の上、羽子板ボルト、かね折り金物又

は同等以上の仕口

胴差を柱にかたぎ大入れ短ほぞ差し

の上、短冊金物又は、同等以上の仕口

で胴差相互を緊結

胴差を通し柱に、15KN用引き寄せ金物

を水平に用いて緊結

柱接合部判定表
階 通し柱 柱位置 出隅柱 計算式 Ｎ 柱頭 柱脚 胴差と通し柱

X Y 階数1又

は階数2

の2階

階数2の

1階

Ｘ方向 Ｙ方向 仕様 判定 仕様 判定 仕様 判定

階 通し柱 柱位置 出隅柱 計算式 Ｎ 柱頭 柱脚 胴差と通し柱

X Y 階数1又

は階数2

の2階

階数2の

1階

Ｘ方向 Ｙ方向 仕様 判定 仕様 判定 仕様 判定

1 24.5 0 ○ － 2.50×0.8－0.4 1.60 2.50×0.8－0.4 1.60 1.60 Ps(ほ)  OK Ps(ほ)  OK 

25.5 0 × － 2.50×0.5－0.6 0.65 0.00×0.5－0.6 -0.60 0.65 L(ろ)  OK L(ろ)  OK 

27.5 0 × － 0.00×0.5－0.6 -0.60 0.00×0.5－0.6 -0.60 -0.60 □(い)  OK □(い)  OK 

29.5 0 × － 2.50×0.5－0.6 0.65 0.00×0.5－0.6 -0.60 0.65 L(ろ)  OK L(ろ)  OK 

30.5 0 ○ － 2.50×0.8－0.4 1.60 2.50×0.8－0.4 1.60 1.60 Ps(ほ)  OK Ps(ほ)  OK 

15 2 ○ － 2.50×0.8－0.4 1.60 2.50×0.8－0.4 1.60 1.60 Ps(ほ)  OK Ps(ほ)  OK 

16 2 × － 2.50×0.5－0.6 0.65 0.00×0.5－0.6 -0.60 0.65 L(ろ)  OK L(ろ)  OK 

18 2 × － 2.50×0.5－0.6 0.65 0.00×0.5－0.6 -0.60 0.65 L(ろ)  OK L(ろ)  OK 

19 2 × － 0.00×0.5－0.6 -0.60 (2.00＋0.50)×0.5－0.6 0.65 0.65 L(ろ)  OK L(ろ)  OK 

20 2 × － 2.50×0.5－0.6 0.65 0.00×0.5－0.6 -0.60 0.65 L(ろ)  OK L(ろ)  OK 

22 2 × － 2.50×0.5－0.6 0.65 0.00×0.5－0.6 -0.60 0.65 L(ろ)  OK L(ろ)  OK 

23 2 × － 2.50×0.5－0.6 0.65 0.00×0.5－0.6 -0.60 0.65 L(ろ)  OK L(ろ)  OK 

24.5 2 × － 0.00×0.5－0.6 -0.60 2.50×0.5－0.6 0.65 0.65 L(ろ)  OK L(ろ)  OK 

30.5 2 × － 0.00×0.5－0.6 -0.60 2.50×0.5－0.6 0.65 0.65 L(ろ)  OK L(ろ)  OK 

0 4 ○ － 2.50×0.8－0.4 1.60 2.50×0.8－0.4 1.60 1.60 Ps(ほ)  OK Ps(ほ)  OK 

1 4 × － 2.50×0.5－0.6 0.65 0.00×0.5－0.6 -0.60 0.65 L(ろ)  OK L(ろ)  OK 

4.5 4 × － 0.00×0.5－0.6 -0.60 0.00×0.5－0.6 -0.60 -0.60 □(い)  OK □(い)  OK 

5 4 × － 2.50×0.5－0.6 0.65 (2.00＋0.50)×0.5－0.6 0.65 0.65 L(ろ)  OK L(ろ)  OK 

6 4 × － 2.50×0.5－0.6 0.65 0.00×0.5－0.6 -0.60 0.65 L(ろ)  OK L(ろ)  OK 

9.5 4 × － 0.00×0.5－0.6 -0.60 0.00×0.5－0.6 -0.60 -0.60 □(い)  OK □(い)  OK 

10 4 × － 2.50×0.5－0.6 0.65 (2.00＋0.50)×0.5－0.6 0.65 0.65 L(ろ)  OK L(ろ)  OK 

11 4 × － 2.50×0.5－0.6 0.65 0.00×0.5－0.6 -0.60 0.65 L(ろ)  OK L(ろ)  OK 

14.5 4 × － 0.00×0.5－0.6 -0.60 0.00×0.5－0.6 -0.60 -0.60 □(い)  OK □(い)  OK 

15 4 × － 0.00×0.5－0.6 -0.60 2.50×0.5－0.6 0.65 0.65 L(ろ)  OK L(ろ)  OK 

19 4 × － 0.00×0.5－0.6 -0.60 (2.00－0.50)×0.5－0.6 0.15 0.15 L(ろ)  OK L(ろ)  OK 

23 4 × － 0.00×0.5－0.6 -0.60 0.00×0.5－0.6 -0.60 -0.60 □(い)  OK □(い)  OK 

24.5 4 × － 0.00×0.5－0.6 -0.60 0.00×0.5－0.6 -0.60 -0.60 □(い)  OK □(い)  OK 

30.5 4 × － 0.00×0.5－0.6 -0.60 2.50×0.5－0.6 0.65 0.65 L(ろ)  OK L(ろ)  OK 

0 5 × － 0.00×0.5－0.6 -0.60 2.50×0.5－0.6 0.65 0.65 L(ろ)  OK L(ろ)  OK 

5 5 × － 0.00×0.5－0.6 -0.60 (2.00－0.50)×0.5－0.6 0.15 0.15 L(ろ)  OK L(ろ)  OK 

10 5 × － 0.00×0.5－0.6 -0.60 (2.00－0.50)×0.5－0.6 0.15 0.15 L(ろ)  OK L(ろ)  OK 

15 6 × － 0.00×0.5－0.6 -0.60 (2.00－0.50)×0.5－0.6 0.15 0.15 L(ろ)  OK L(ろ)  OK 

19 6 × － 0.00×0.5－0.6 -0.60 0.00×0.5－0.6 -0.60 -0.60 □(い)  OK □(い)  OK 

23 6 × － 0.00×0.5－0.6 -0.60 (2.00＋0.50)×0.5－0.6 0.65 0.65 L(ろ)  OK L(ろ)  OK 

30.5 6 × － 0.00×0.5－0.6 -0.60 2.50×0.5－0.6 0.65 0.65 L(ろ)  OK L(ろ)  OK 

0 7 × － 0.00×0.5－0.6 -0.60 2.50×0.5－0.6 0.65 0.65 L(ろ)  OK L(ろ)  OK 

5 7 × － 0.00×0.5－0.6 -0.60 0.00×0.5－0.6 -0.60 -0.60 □(い)  OK □(い)  OK 

10 7 × － 0.00×0.5－0.6 -0.60 0.00×0.5－0.6 -0.60 -0.60 □(い)  OK □(い)  OK 

15 7 × － 0.00×0.5－0.6 -0.60 (2.00＋0.50)×0.5－0.6 0.65 0.65 L(ろ)  OK L(ろ)  OK 

0 8 × － 0.00×0.5－0.6 -0.60 2.50×0.5－0.6 0.65 0.65 L(ろ)  OK L(ろ)  OK 

5 8 × － 0.00×0.5－0.6 -0.60 0.00×0.5－0.6 -0.60 -0.60 □(い)  OK □(い)  OK 

10 8 × － 0.00×0.5－0.6 -0.60 0.00×0.5－0.6 -0.60 -0.60 □(い)  OK □(い)  OK 

15 8 × － 0.00×0.5－0.6 -0.60 0.00×0.5－0.6 -0.60 -0.60 □(い)  OK □(い)  OK 

19 8 × － 0.00×0.5－0.6 -0.60 0.00×0.5－0.6 -0.60 -0.60 □(い)  OK □(い)  OK 

23 8 × － 0.00×0.5－0.6 -0.60 (2.00－0.50)×0.5－0.6 0.15 0.15 L(ろ)  OK L(ろ)  OK 

24.5 8 × － 0.00×0.5－0.6 -0.60 (2.00－0.50)×0.5－0.6 0.15 0.15 L(ろ)  OK L(ろ)  OK 

30.5 8 × － 0.00×0.5－0.6 -0.60 2.50×0.5－0.6 0.65 0.65 L(ろ)  OK L(ろ)  OK 

0 10 × － 0.00×0.5－0.6 -0.60 2.50×0.5－0.6 0.65 0.65 L(ろ)  OK L(ろ)  OK 

5 10 × － 0.00×0.5－0.6 -0.60 0.00×0.5－0.6 -0.60 -0.60 □(い)  OK □(い)  OK 

10 10 × － 0.00×0.5－0.6 -0.60 0.00×0.5－0.6 -0.60 -0.60 □(い)  OK □(い)  OK 

1 15 10 × － 0.00×0.5－0.6 -0.60 0.00×0.5－0.6 -0.60 -0.60 □(い)  OK □(い)  OK 

19 10 × － 0.00×0.5－0.6 -0.60 0.00×0.5－0.6 -0.60 -0.60 □(い)  OK □(い)  OK 

23 10 × － 0.00×0.5－0.6 -0.60 (2.00－0.50)×0.5－0.6 0.15 0.15 L(ろ)  OK L(ろ)  OK 

24.5 10 × － 0.00×0.5－0.6 -0.60 (2.00＋0.50)×0.5－0.6 0.65 0.65 L(ろ)  OK L(ろ)  OK 

30.5 10 × － 0.00×0.5－0.6 -0.60 2.50×0.5－0.6 0.65 0.65 L(ろ)  OK L(ろ)  OK 

15 11 × － 0.00×0.5－0.6 -0.60 0.00×0.5－0.6 -0.60 -0.60 □(い)  OK □(い)  OK 

16 11 × － 0.00×0.5－0.6 -0.60 0.00×0.5－0.6 -0.60 -0.60 □(い)  OK □(い)  OK 

18 11 × － 0.00×0.5－0.6 -0.60 0.00×0.5－0.6 -0.60 -0.60 □(い)  OK □(い)  OK 

19 11 × － 0.00×0.5－0.6 -0.60 0.00×0.5－0.6 -0.60 -0.60 □(い)  OK □(い)  OK 

20 11 × － 0.00×0.5－0.6 -0.60 0.00×0.5－0.6 -0.60 -0.60 □(い)  OK □(い)  OK 

22 11 × － 0.00×0.5－0.6 -0.60 0.00×0.5－0.6 -0.60 -0.60 □(い)  OK □(い)  OK 

23 11 × － 0.00×0.5－0.6 -0.60 (2.00＋0.50)×0.5－0.6 0.65 0.65 L(ろ)  OK L(ろ)  OK 

0 12 × － 0.00×0.5－0.6 -0.60 0.00×0.5－0.6 -0.60 -0.60 □(い)  OK □(い)  OK 

1 12 × － 0.00×0.5－0.6 -0.60 0.00×0.5－0.6 -0.60 -0.60 □(い)  OK □(い)  OK 

3 12 × － (2.00＋0.50)×0.5－0.6 0.65 0.00×0.5－0.6 -0.60 0.65 L(ろ)  OK L(ろ)  OK 

5 12 × － 0.00×0.5－0.6 -0.60 0.00×0.5－0.6 -0.60 -0.60 □(い)  OK □(い)  OK 

6 12 × － (2.00＋0.50)×0.5－0.6 0.65 0.00×0.5－0.6 -0.60 0.65 L(ろ)  OK L(ろ)  OK 

8 12 × － (2.00＋0.50)×0.5－0.6 0.65 0.00×0.5－0.6 -0.60 0.65 L(ろ)  OK L(ろ)  OK 

10 12 × － 0.00×0.5－0.6 -0.60 0.00×0.5－0.6 -0.60 -0.60 □(い)  OK □(い)  OK 

11 12 × － (2.00＋0.50)×0.5－0.6 0.65 0.00×0.5－0.6 -0.60 0.65 L(ろ)  OK L(ろ)  OK 

13 12 × － (2.00＋0.50)×0.5－0.6 0.65 0.00×0.5－0.6 -0.60 0.65 L(ろ)  OK L(ろ)  OK 

15 12 × － 0.00×0.5－0.6 -0.60 (2.00－0.50)×0.5－0.6 0.15 0.15 L(ろ)  OK L(ろ)  OK 

16 12 × － (2.00＋0.50)×0.5－0.6 0.65 0.00×0.5－0.6 -0.60 0.65 L(ろ)  OK L(ろ)  OK 

18 12 × － 0.00×0.5－0.6 -0.60 0.00×0.5－0.6 -0.60 -0.60 □(い)  OK □(い)  OK 

20 12 × － 0.00×0.5－0.6 -0.60 (2.00－0.50)×0.5－0.6 0.15 0.15 L(ろ)  OK L(ろ)  OK 

22 12 × － 0.00×0.5－0.6 -0.60 (2.00－0.50)×0.5－0.6 0.15 0.15 L(ろ)  OK L(ろ)  OK 

23 12 × － 0.00×0.5－0.6 -0.60 0.00×0.5－0.6 -0.60 -0.60 □(い)  OK □(い)  OK 

24.5 12 × － 0.00×0.5－0.6 -0.60 0.00×0.5－0.6 -0.60 -0.60 □(い)  OK □(い)  OK 

30.5 12 × － 0.00×0.5－0.6 -0.60 2.50×0.5－0.6 0.65 0.65 L(ろ)  OK L(ろ)  OK 

0 14 ○ － 2.50×0.8－0.4 1.60 2.50×0.8－0.4 1.60 1.60 Ps(ほ)  OK Ps(ほ)  OK 

1 14 × － 2.50×0.5－0.6 0.65 0.00×0.5－0.6 -0.60 0.65 L(ろ)  OK L(ろ)  OK 

3 14 × － 2.50×0.5－0.6 0.65 0.00×0.5－0.6 -0.60 0.65 L(ろ)  OK L(ろ)  OK 

5 14 × － 0.00×0.5－0.6 -0.60 0.00×0.5－0.6 -0.60 -0.60 □(い)  OK □(い)  OK 

6 14 × － 2.50×0.5－0.6 0.65 0.00×0.5－0.6 -0.60 0.65 L(ろ)  OK L(ろ)  OK 

8 14 × － 2.50×0.5－0.6 0.65 0.00×0.5－0.6 -0.60 0.65 L(ろ)  OK L(ろ)  OK 

10 14 × － 0.00×0.5－0.6 -0.60 0.00×0.5－0.6 -0.60 -0.60 □(い)  OK □(い)  OK 

11 14 × － 2.50×0.5－0.6 0.65 0.00×0.5－0.6 -0.60 0.65 L(ろ)  OK L(ろ)  OK 

13 14 × － 2.50×0.5－0.6 0.65 0.00×0.5－0.6 -0.60 0.65 L(ろ)  OK L(ろ)  OK 

15 14 × － 0.00×0.5－0.6 -0.60 (2.00＋0.50)×0.5－0.6 0.65 0.65 L(ろ)  OK L(ろ)  OK 

16 14 × － 2.50×0.5－0.6 0.65 0.00×0.5－0.6 -0.60 0.65 L(ろ)  OK L(ろ)  OK 

18 14 × － 0.00×0.5－0.6 -0.60 0.00×0.5－0.6 -0.60 -0.60 □(い)  OK □(い)  OK 

20 14 × － 0.00×0.5－0.6 -0.60 (2.00＋0.50)×0.5－0.6 0.65 0.65 L(ろ)  OK L(ろ)  OK 

22 14 × － 0.00×0.5－0.6 -0.60 (2.00＋0.50)×0.5－0.6 0.65 0.65 L(ろ)  OK L(ろ)  OK 

23 14 × － 2.50×0.5－0.6 0.65 0.00×0.5－0.6 -0.60 0.65 L(ろ)  OK L(ろ)  OK 

24.5 14 × － 0.00×0.5－0.6 -0.60 0.00×0.5－0.6 -0.60 -0.60 □(い)  OK □(い)  OK 

25.5 14 × － 2.50×0.5－0.6 0.65 0.00×0.5－0.6 -0.60 0.65 L(ろ)  OK L(ろ)  OK 

27.5 14 × － 0.00×0.5－0.6 -0.60 0.00×0.5－0.6 -0.60 -0.60 □(い)  OK □(い)  OK 

29.5 14 × － 2.50×0.5－0.6 0.65 0.00×0.5－0.6 -0.60 0.65 L(ろ)  OK L(ろ)  OK 

30.5 14 ○ － 2.50×0.8－0.4 1.60 2.50×0.8－0.4 1.60 1.60 Ps(ほ)  OK Ps(ほ)  OK 


